
物
理
學
の
基
礎
（
ダ
ヴ
イ
ツ
ド
・
ヒ
ル
ベ
川
ト
）三

土
興
三
課
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第
　
一
　
部

　
（
一
九
一
五
年
十
酒
器
二
十
日
の
學
會
に
着
て
呈
示
せ

　
　
ら
れ
起
も
の
）

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
偉
大
な
る
問
題
呈
出
並
び
に
そ

れ
の
解
決
の
た
め
に
考
へ
出
さ
れ
た
鋭
い
方
法
ビ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
ミ
イ
が
彼
の
電
燈
力
學
を
立
て
た
ε
こ
ろ
の
深

く
透
徹
し
た
思
想
ご
濁
創
的
な
概
念
構
成
は
物
理
學
の
基

礎
に
つ
い
て
の
研
究
に
新
し
い
溢
を
ひ
ら
い
た
Q
私
は
こ

れ
か
ら
ー
ー
公
理
主
義
的
方
法
の
意
味
に
重
て
1
本
質

的
に
二
つ
の
簡
輩
な
る
物
理
學
の
根
本
方
程
式
の
一
つ
の

新
し
い
騰
系
を
た
て
た
い
ピ
思
ふ
、
そ
の
方
程
式
な
る
も
．

の
は
理
想
的
な
美
し
さ
を
具
へ
て
居
て
、
私
の
見
る
冒
こ

　
　
　
　
　
物
理
學
の
墓
礎
（
ダ
酒
ゾ
ノ
・
シ
ド
・
ヒ
ル
ベ
ル
ト
）

う
に
よ
れ
ば
、
そ
の
な
か
に
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ご
ミ

イ
ε
の
問
題
の
解
決
が
同
時
に
含
ま
れ
て
居
る
が
如
き
も

の
で
あ
る
。
私
の
方
程
式
の
＝
出
土
密
な
討
究
及
殊
に
そ

れ
の
電
氣
論
の
基
礎
的
な
問
題
へ
の
特
殊
な
慮
用
は
、
こ

れ
を
後
の
報
告
に
ま
で
保
留
す
る
こ
ご
、
す
る
。

　
　
3
（
ω
封
H
．
い
・
ω
●
轟
・
）
を
ば
あ
る
世
界
黙
を
本
質
的
に

ご
義
的
に
指
定
す
る
ビ
こ
ろ
の
坐
標
帥
所
謂
世
界
媒
介
鍵

数
（
乏
。
言
語
・
9
ヨ
。
鐸
）
　
｛
最
も
一
般
的
な
時
一
塞
座
標
｝
で

あ
る
ご
す
る
0
8
恥
に
於
け
る
現
象
を
特
性
づ
け
る
ご
こ
ろ

の
量
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

二
）
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
紹
介
せ
ら

れ
た
、
世
界
媒
介
養
数
S
防
の
任
意
の
攣
換
に
面
し
て
劉
稽

的
な
テ
ン
ソ
ル
の
性
質
を
持
つ
た
と
こ
ろ
の
十
の
重
カ
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
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テ
ン
シ
ャ
ル
嘱
誉
曾
（
9
・
モ
聾
ご
Q
二
植
樹
）

（
二
）
同
様
の
意
昧
の
ヅ
エ
ク
ト
ル
の
性
質
を
持
つ
た
ご
こ

ろ
の
四
つ
の
電
氣
力
學
的
ポ
タ
ン
シ
ャ
ア
舎
（
侮
ー
ー
H
・
い
●
ω
・

ε　
物
理
現
象
は
勝
手
な
も
の
で
は
な
く
て
そ
こ
に
は
次
の

二
つ
の
公
理
が
要
賞
す
る
。

公
理
＝
世
界
函
数
に
間
す
る
ミ
イ
の
公
理
（
趨
）
物
理
現
象

は
次
の
如
き
》
お
r
琶
窪
や
。
を
有
す
る
一
つ
の
世
界
函
数

∬
に
よ
っ
て
定
ま
る
。

三
元
き
讐
㌃
躍
襲
隷
」
繋
㍉

　
（
Q
）
恥
こ
寄
ー
ド
博
（
ト
セ
ゲ
。
．
Q
．
轟
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
§

而
し
て
を
よ
農
互
ミ
割
ξ
⊥
二
三
・
含

1
1
賊
S
気
ε
眠
S
気
ρ
）
の
墾
分
は
十
四
の
ボ
タ
ソ
シ
ャ
ル
塾
冒

騨
の
各
に
飛
し
て
消
え
ね
ば
な
ら
組
。

》
「
σ
Q
賃
ヨ
。
導
。
ω
の
代
り
に
朋
か
に
次
の
如
き
》
「
σ
q
自
諺
Φ
暮
。

が
現
は
れ
得
る
。

五
入

（
ω
）
％
．
．
・
恕
．
哨
躍
．
・
醜
」
講
舘

こ
、
に
吸
ミ
は
要
素
0
9
ミ
に
關
す
る
行
渕
式
8
の
小
行
列
式

を
8
で
罰
つ
た
も
の
を
意
昧
す
る
。

公
理
二
｛
一
般
的
不
善
性
（
H
莞
巴
舞
N
）
の
公
理
い
｝
世
界
函

撒
∬
ば
世
界
媒
介
墾
数
e
あ
任
意
の
礎
換
に
要
し
て
一
つ

の
不
肖
量
で
あ
る
。

公
理
二
は
ボ
プ
ソ
シ
ャ
ル
％
ミ
＄
の
連
瀦
は
世
界
黙
を
世

界
媒
介
…
愛
数
に
よ
っ
て
如
何
…
標
に
指
定
す
る
か
ご
云
ふ
そ

の
仕
方
か
ら
は
そ
れ
自
身
全
然
無
一
三
で
あ
る
芝
い
ふ
要

求
に
謝
す
る
最
も
簡
軍
な
藪
學
的
表
現
で
あ
る
。

私
の
理
論
の
建
設
へ
の
導
機
は
次
の
数
學
的
命
題
が
呈
供

す
る
Q
私
は
そ
れ
ら
の
謹
明
は
他
の
場
所
で
示
す
。

定
理
一
、
ノ
を
κ
箇
の
量
こ
そ
の
導
來
函
数
を
含
む
ご
こ

ろ
の
、
四
つ
の
世
界
媒
介
養
数
の
任
意
の
溶
岩
に
際
し
て

の
不
墾
量
で
あ
う
ε
し
且
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ξ
＼
く
呵
ぎ
一
。

か
ら
、
そ
の
π
箇
の
量
に
比
し
て
π
箇
の
ラ
グ
ラ
ソ
ヂ
ュ

墾
分
方
程
式
を
つ
く
れ
ば
、
刀
箇
の
微
分
方
程
式
よ
り
な

る
こ
の
不
慶
量
の
膿
系
に
於
て
π
箇
の
量
に
つ
い
て
そ
の

四
つ
は
常
に
他
の
、
㌢
轟
の
も
の
、
1
そ
れ
ら
π
箇
の
微

分
方
程
式
ざ
そ
の
全
導
摩
函
数
ε
の
間
に
は
常
に
四
つ
の

「
次
的
（
ぎ
。
碧
）
な
相
互
に
こ
ご
な
る
組
合
せ
が
恒
等
的

に
漏
足
せ
ら
れ
る
ご
云
ふ
意
味
に
於
て
1
結
果
で
あ
る

　
㈲
及
び
そ
の
後
に
あ
ら
は
れ
る
べ
き
公
式
に
於
け
る
、

”
δ
イ
認
に
關
す
る
微
分
商
に
回
し
て
、
一
方
μ
伊
、

他
方
髪
に
於
け
る
繋
性
の
故
に
醗
δ
謬
に
關
す
る
微

分
商
は
嚢
H
“
・
な
る
ご
き
は
－
を
な
菅
ミ
な
る
ご
き
は
雪
を

乗
じ
て
ビ
ら
る
べ
き
こ
ご
、
猶
瑠
に
還
す
る
微
分
商
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ

園
硅
豊
及
び
詠
1
1
N
な
る
ε
き
一
を
凌
1
一
電
及
び
詮
匙
或
は
喰
陛
嘘

及
び
愚
”
N
な
る
ご
き
は
垂
を
喰
1
一
豊
及
び
鄭
重
N
な
る
ざ
き
は

葦
を
乗
じ
て
ε
ら
る
べ
き
こ
ご
を
注
意
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
物
理
挙
の
基
礎
（
榊
グ
喚
ワ
ノ
」
ソ
ド
●
ヒ
〃
ベ
ル
｝
）

　
公
理
一
か
ら
先
づ
十
の
重
カ
ボ
テ
ン
シ
ャ
ル
触
．
望
に
關
し

て
次
の
如
き
十
の
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
微
分
方
程
式

（
、
）
．
蝋
嘔
噛
聾
繍
飛
評
沖

　
　
㎞
k
降
蛙
。
　
（
き
忠
1
1
目
’
ド
ω
●
轟
）

　
　
　
。
轟

が
、
そ
れ
か
ら
四
つ
の
電
氣
力
學
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
塾
に

關
し
て
は
四
つ
の
う
グ
ラ
ン
ジ
ェ
微
分
方
程
式

三
。
重
過
幽
聾
．
難
腫
－
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
詠

　
　
　
　
（
蒔
．
雛
同
●
Q
●
ω
．
ム
．
）

が
導
か
れ
る
。
簡
軍
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
方
程
式
の
左
邊

を
そ
れ
ぞ
A
く
呵
鼻
ご
〔
く
呵
轟
・
あ
ら
は
雪

　
方
麗
式
④
は
重
力
の
根
本
方
程
式
的
は
溶
鉱
力
學
の
根

本
方
程
式
或
は
一
般
化
せ
ら
れ
た
る
マ
ク
ス
ウ
ェ
川
方
程

式
ε
よ
ば
れ
う
る
○
上
に
掲
げ
ら
れ
た
る
定
理
に
よ
っ
て

四
つ
の
方
程
式
紛
は
方
程
式
④
の
露
結
ビ
み
ら
れ
う
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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哲
學
研
究
　
第
八
十
五
號

換
言
す
れ
ば
吾
々
は
直
接
に
か
の
霊
示
的
命
題
の
故
に
常

に
次
の
如
く
主
張
す
る
こ
ご
が
出
摩
る
。
即
、
そ
こ
に
云

ひ
あ
ら
は
さ
れ
た
る
が
如
き
意
昧
に
於
て
電
氣
力
學
的
現

象
は
重
力
の
結
果
で
あ
る
ご
。

こ
の
認
識
の
う
ち
に
私
は
重
力
ご
光
こ
の
關
係
を
理
論
的

に
も
こ
め
た
最
初
の
人
で
あ
る
ε
こ
ろ
の
ソ
イ
マ
ン
の
問

題
の
紅
軍
に
し
て
非
常
に
驚
く
べ
き
解
決
を
見
る
。

　
次
に
於
て
吾
々
は
若
し
ざ
・
（
、
．
1
一
同
』
●
ω
●
轟
）
が
あ
る
勝

手
な
逆
遜
ヅ
ェ
ク
ト
ル
を
意
秘
す
る
な
ら
ば

　
　
、
韓
思
一
M
（
三
思
㌧
．
眺
㌃
．
義
邑
曾
．
鍾
）

　　

@（

瀦
ﾚ
〉

な
る
式
は
樹
繕
五
逆
攣
グ
ン
ン
ル
を

　
　
》
一
M
（
こ
・
芯
＆
）

な
る
式
は
共
獲
ヅ
ェ
ク
ト
ル
を
あ
ら
は
す
、
と
云
ふ
容
易
に

謹
明
し
う
る
三
二
を
用
ひ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
す
、
ん
で
吾
々
は
次
の
如
き
二
つ
の
数
字
の
定
理
を
π

て
る
。

公
理
二
、
若
し
ノ
蕩
軋
ず
ギ
姦
・
に
画
す
る
一

つ
の
不
墾
量
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
べ
て
の
〉
お
離
B
。
旨
に

於
て
及
び
各
々
の
任
意
の
逆
墾
グ
エ
ク
ト
川
グ
に
劉
し
て

常
に
恒
等
的
に

紗
（
掌
〉
鴨
．
．
＋
掌
〉
・
随
＋
獣

　　

@
〉
義
）
＋
M
（
鞭
壁
＋
鞭
〉
§
）
巨
。

　
　
　
　
　
　
　
ら
惑

ε
云
ふ
こ
ビ
が
要
當
す
る
。

そ
の
際
、

　
　
〉
鱗
㍗
．
一
M
（
触
謡
、
園
＋
駄
篭
、
、
な
　
　
蟻
磯
　
　
　
　
　
　
　
篭
鴨
）

　
　
　
　
　
篭
h

　　

ъ
L
．
一
》
驚
∵
⇔
黙
．
．

　
　
　
　
　
　
ミ
h

　
　
＞
轟
．
ー
ー
M
（
偽
穐
蕊
＋
轟
蕊
．
＋
唆
．
、
）

　
　
　
　
　
　
睦
馬
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㌔
．
〉
三
思

　
　
ぎ
も
3

＞
恥
㌔
i
》
ミ
叔
．

　
　
　
π
馳
、
鵯

貯
鼠
1
1
一
》
§
誤
．
＋

O
＞
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
§

　
　
　
　
　
　
幾
軸

で
あ
る
。
こ
の
定
理
は
次
の
如
く
云
ひ
あ
ら
は
す
こ
ご
も

田
回
る
。

ノ
が
不
等
量
で
あ
り
A
が
前
の
如
く
一
つ
の
勝
手
な
グ
エ

ク
ト
ル
で
あ
る
な
ら
ば
次
の
如
き
恒
等
式
が
要
當
す
る
。

（
ひ
）
蘭
專
．
封
・
＼

そ
の
際
に

　
　
㌔
n
評
＋
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

♪
遅
紳
⑨
．
①
嘱
ミ
＋
冨
独
．
斗

ζ
評
雛
）

　
　
　
ぴ
漂

　
　
物
理
學
の
藩
礎
（
ダ
ブ
イ
ツ
ド
・
七
翌
ル
あ

　　

?
睦
奥
寮
斗
＋
ミ
鄭
）

　
　
　
　
、
蒔

で
あ
り
、
こ
、
で
は

　　

艨D

|
繋
、
義
」
瞬
搾

　
　
、
～
㌃
§

　
　
　
　
　
勉
£

ε
云
ふ
省
略
が
な
さ
れ
て
あ
る
。

⑥
の
謹
明
は
容
易
に
な
さ
れ
る
。
何
者
こ
の
恒
等
式
は
、

《
が
定
数
的
な
ヴ
エ
ク
ト
ル
で
あ
る
ε
き
は
明
か
に
正
し

く
、
而
し
て
こ
の
こ
こ
か
ら
そ
れ
は
そ
の
不
饗
性
の
淀
め

に
夙
般
的
に
綿
艸
結
す
る
か
ら
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

定
理
三
、
ノ
が
た
だ
劇
こ
そ
の
導
來
函
数
の
み
に
依
繋
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

る
不
墾
量
で
あ
b
且
上
の
如
く
劇
に
關
す
る
く
呵
＼
の
鍵

翁
來
簸
A
く
吋
＼
〕
㌔
も
つ
逐
ら
は
さ
れ
・
な

ら
ば
次
の
式
は
一
つ
の
不
鍵
量
を
あ
ら
は
す
。
i

齢
聖
く
吋
＼
〕
奄
龍
．
・六

皿
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ツ

こ
、
に
加
の
も
ε
に
は
あ
る
逆
攣
グ
ン
ン
ル
が
理
解
せ
ら

．
れ
る
。

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ

こ
の
和
に
於
て
加
の
代
り
に
特
殊
な
る
テ
ン
ソ
ル
声
を
入

れ
て

単
崎
＼
〕
重
三
．
－
M
（
ミ
真
蕊

　
　
、
葛

ご
か
き
、
そ
の
際
に

　
　
　
　
　
　
　
）

向
．
N

　　

�
l
〔
く
鴨
＼
〕
ミ
鉱
．

　
　
　
　
喰
讐

　
　
賊
∵
ム
無
く
吋
＼
〕
㍉
．

　
　
　
　
　
　
、
．
哩

な
る
式
は
元
だ
た
だ
♂
こ
そ
の
導
來
函
数
に
の
み
依
違
す

る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
り
ふ

（
笥
）
㌃
蜴
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

で
あ
）
、
こ
の
方
程
式
は
す
べ
て
の
》
お
律
ヨ
①
暮
Φ
郎
計
こ

そ
の
道
來
爾
数
に
回
し
て
満
足
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

謹
明
の
た
め
に
吾
々
は
募
で
崎
ぎ
」
§
＆
…

靴
ε
気
ε
気
ρ
を
四
次
元
の
幾
界
の
有
限
な
る
域
に
ご
つ
て

観
訳
し
よ
う
。
な
ほ
2
。
は
そ
の
導
來
函
数
ご
こ
も
に
そ
の

世
界
域
の
三
次
元
の
表
面
に
於
て
消
え
る
ご
こ
ろ
の
ヴ
ェ

ク
ト
ル
で
あ
る
Q
、
n
♪
な
る
が
故
に
次
の
頁
の
最
後
の

式
（
こ
の
翻
鐸
で
は
＊
印
を
附
せ
ら
れ
た
る
も
の
）
か
ら

　　

�
i
く
響
）
－
財
ゆ
素
鳶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賊

が
結
果
し
、
そ
れ
か
ら

　
　
ざ
へ
＼
く
呵
§
）
1
1
・

が
得
ら
れ
る
。
し
か
し
て
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
導
來
函
数
の
構

成
方
に
よ
っ
て
、
そ
れ
故
に
ま
た

　　

k
〔
ゐ
己
篭
隊
．
｝
－
・

　
　
　
事
想

で
あ
う
、
．
2
。
・
が
．
を
こ
の
値
等
式
に
導
入
す
れ
ば
結
局

、（

@　~
　
　
「
芦
－
噛
．
物
N
⑤
e
、
）
ミ
ー
・
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な
る
こ
ご
が
示
さ
れ
、
從
っ
て
ま
だ
吾
々
の
定
理
の
圭
張

が
正
し
い
こ
ご
、
な
る
O

重
度
重
要
な
目
的
は
今
度
は
一
、
及
腰
、
爾
公
理
の
み
を

墓
礎
ε
し
て
エ
ネ
ル
ギ
の
概
念
を
構
成
す
る
こ
ご
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
定
理
を
導
く
こ
ご
で
あ
る
．
そ
の
た
め
に
吾
々

は
先
づ

　　

撃
ｭ
嘱
鴫
）
H
勤
（
．
麟
驚
、
．
．
＋
。
離
緊

　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神

　　

@
謎
．
＋
。
蝋
鳶
、
雑
）

を
？
・
。
・
て
望
観
箋
四
階
級
の
蓉
7
ン
髭

で
あ
り
、
そ
れ
故
に

　　

l
峠
．
－
誌
．
＋
M
（
憲
｝
、
．
＋
3
㌧
．
染
）

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　　

宦
p
一
彪
鴨
舜
q
（
偽
喜
＋
争
q
「
孝
）

ご
お
く
ビ
き
は

　
　
　
　
　
物
理
學
の
塞
礎
（
ダ
プ
イ
ツ
ド
・
ヒ
ル
ベ
ル
レ
）

（
・
。
）
良
、
旺
細
隷
鼠
晦
．

な
る
式
は
一
、
○
昌
毒
σ
q
3
島
。
暮
窪
く
簿
δ
『
で
あ
る
Q
そ
れ
故

に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
へ

　　

ｮ
く
智
）
－
嫡
訳
肇

こ
い
ふ
式
を
つ
く
る
ご
こ
れ
は
も
は
や
第
二
導
豪
函
数
、

ワ
ご

環
を
含
ま
ぬ
が
故
に

　
　
く
吋
財
（
♪
も
㍗
冒
＋
説
壇
課
5

　
　
　
　
き
3
枢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

な
る
形
を
有
す
る
．
こ
、
で

　　

m
㍑
洩
難
－
聾
心
」
継

　　

@
奮
－
染
｛
菖

　
　
　
　
　
　
　
ひ
ミ

は
ま
た
混
合
ブ
ン
ソ
ル
で
あ
る
Q

今
度
は
五
口
々
は
ヅ
エ
ク
ト
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
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五
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（
℃
）
双
翻
財
課
腰
、
㌃
想

　
　
　
　
　
　
筆
壕

を
つ
く
り
、
そ
れ
か
ら

　
　
　
事
蜜

を
う
る
。
他
方

（
・
。
）
♪
（
く
吋
更
）
噛
．
く
吸
湿
＋
魅
。
）

一
M
〔
く
嘱
β
㌦
㌃
．

　　
ｬ
く
呵
蔑
）
H
細
（
Φ
く
q
蛍
　
　
　
①
♪
＼
§
寅
守
旧
＋
①
騨
N
賠
）

を
？
・
。
す
を
銑
は
タ
三
で
曽
、

（
、
・
）
、
．
鑓
湖
紫
、
・

な
る
式
は
そ
れ
故
に
日
く
O
暮
第
σ
Q
お
臼
O
暮
2
．
＜
O
簿
2
．
を
あ
ら

は
す
。
そ
れ
に
相
當
し
て
、
上
の
如
く

　
（
憲
）
♪
（
く
剛
鳶
）
I
M
⇔
く
呵
臥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
　
賊
§

六
四

　　

鼾
焜
}
呵
＆
》

　
　
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

ご
な
る
Q
さ
て
根
本
方
程
式
…
㈹
ビ
紛
を
注
意
す
れ
早
ぱ
一
。
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ラー2

�
ﾁ
へ
る
こ
ε
に
よ
っ
て

（　　
A
（
く
§
更
　
α
）
幽
①
く
嘱
（
昏
昏
、
＋
、
、
）

を
得
る
。
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
腎

　　

A
（
く
吋
緊
）
－
く
智
零
鳶
財
黙
で
．
．

　　

@　

@　

@　

@　

@　

B
ぎ
［
。

　　

@
一
、
ゐ
㌔
賊
＋
幾
財
（
誠
で
．
＋
く
吋
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勉

で
あ
る
が
故
に
恒
等
式
◎
に
よ
っ
て

、
℃
（
く
q
遷
　
0
）
－
く
吋
M
泰
厩
も
M
（
漕
鴫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔

　　

@
㌧
．
＋
く
鮒
瓦
Y
財
ミ
一
瓢
》

　
　
　
　
　
　
　
　
夢
　
。
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そ
こ
で
吾
々
は
最
後
に
不
整
方
程
式

　　

煖
蘭
�
i
ミ
、
－
駄
と
、
よ
、
）
－
・

　
　
、

を
得
る
。
今

　
　
　
①
鳶
　
　
　
⑪
鵯

　
　
　
O
橋
＄
　
　
　
⑤
堅
鳶

は
斜
醤
辮
的
逆
攣
グ
ン
ソ
ル
な
る
こ
ご
を
注
意
す
る
ご
、

（
．
、
〉
、
疑
計
禦
卵
宍
飛

　　

|
。
一
越
）
譜
｝

は
蓮
慶
ヴ
エ
ク
ト
ル
で
あ
っ
て
、
も
ご
よ
り
明
か
に
恒
等

式
　
　
　
　
、

　
　
M
ミ
型
ド
。

　
　
　
　
　
O
δ

　
　
㍉

を
満
足
す
る
。

今
・
軸
H
鳶
㌧
、
よ
㍉
i
、
よ
N
一
駄
、
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヅ

　
　
　
　
　
物
理
學
の
塾
礎
（
ダ
ー
ソ
イ
ジ
ド
●
ヒ
ル
ベ
ル
ト
）

エ
ク
畜
ル
ε
し
て
定
義
す
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヅ
ェ
ク
ト
ル

は
逆
愛
ヴ
エ
ク
ト
川
で
あ
っ
て
な
ほ
任
意
の
ヴ
エ
ク
ト
ル
2
。

に
一
次
的
に
依
繋
し
、
こ
の
ヅ
ェ
ク
ト
ル
グ
を
如
何
様
に

ε
る
も
、
恒
等
的
に
不
遜
エ
ネ
ル
ギ
ー
方
程
式

　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
Φ
く
鴨
魅

　
　
賜
ぎ
や
苫

　
　
、
　
　
　
　
、

を
満
足
す
る
。

　
世
界
函
数
∬
に
回
し
て
は
そ
の
選
鐸
が
一
義
的
に
な
る

た
め
に
は
猶
よ
り
以
上
の
公
理
が
必
要
で
あ
る
Q
重
力
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

程
式
が
た
だ
ボ
ク
ソ
シ
ャ
ル
劇
の
第
二
導
來
函
数
の
み
を

含
む
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
∬
は

　
　
出
目
肉
＋
』

な
る
形
を
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
、
に
ん
は
り
イ
マ
ソ
テ

ン
ソ
ル
か
ら
生
起
す
る
不
墾
量
（
四
次
元
時
一
塞
騰
の
曲

峯
図
銭
B
B
q
お
号
『
乱
o
a
ぎ
戸
。
琶
8
巴
。
p
寓
碧
巳
σ
q
厨
三
噸

同
（
。
δ

　
　
肉
一
M
吸
．
冠
肉
竃

　
　
　
　
㍗
も

六
五
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f
・
・
㍑
鋼
（
鉦
亭
閉
域
＋
鏑
黍
．
｝

　　

@｛
ﾒ
－
擬
せ
｝
｛
菖
）

を
意
味
し
ゐ
は
た
だ
鋼
ぜ
必
縣
に
依
参
す
る
。
最
後
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
δ
　
δ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か

次
に
於
て
吾
々
は
な
ほ
五
は
、
防
を
含
ま
澱
ご
云
ふ
鮪
滞
単

に
す
る
た
め
の
假
定
を
し
よ
う
。
そ
こ
で
定
理
二
を
不
丈

量
五
に
鷹
島
し
て

（
．
い
）
財
聾
（
陛
㌧
蝶
＋
塊
轟
）
鏑

　
　
　
　
き
y
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　　

@
龍
ミ
∵
財
鼻
（
ミ
螺
＋
罫
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
5
ミ

　
　
　
＋
穐
ミ
熱
）
ー
ー
。

を
得
る
。
左
邊
の
城
の
系
数
を
零
嘉
く
と
方
程
式

　
　
（
①
卜
　
　
　
①
卜
　
　
　
　
十
〇
禽
　
　
＆
奇
）
需
・

或
は

六
六

（
§
鼻
＋
館
－
・

が
…
得
ら
れ
る
。
絶
悟
言
す
れ
ば
層
魁
氣
新
路
－
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

必
の
導
來
函
数
は
た
だ

　
　
§
隔
哲
恥
暮
一
S
隔

’
な
る
連
結
に
出
て
の
み
現
は
れ
る
。
か
く
し
て
吾
々
は
、

吾
々
の
な
し
た
如
き
假
定
に
際
し
て
は
不
墾
量
五
は
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
醐
9
。
を
外
に
し
て
は
た
だ
元
だ
斜
封
繕
的
不
愛

　
　
　
　
う

テ
ン
ソ
ル

　
　
」
憎
1
1
（
」
5
㌧
1
一
涛
ミ
（
騨
）

の
印
所
謂
電
磁
氣
的
⊥
ハ
膏
ヅ
エ
ク
ト
ル
の
成
分
に
の
み
依

撃
す
る
こ
ε
を
認
識
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
マ

ク
ス
ゥ
エ
ル
方
程
式
の
性
質
が
制
約
せ
ら
れ
ご
こ
ろ
の
こ

の
結
果
は
、
こ
、
に
本
質
的
に
一
般
的
不
養
量
性
の
蹄
結

と
し
て
、
そ
れ
故
に
、
公
理
二
を
墓
礎
こ
し
て
あ
ら
は
れ

る
Q

　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
恒
等
式
1
5
に
於
て
左
回
勿
為
の
三
一
を
零
に
等
し
ビ
置

　
　
　
　
（
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う

く
ε
吾
舟
は
1
6
を
用
ひ
て

　
　
　
　
　
（

（
、
醤
）
。
M
論
叢
嘱
ミ
ー
紫

　
　
旨
》
ら
1
1
9
（
k
μ
H
・
N
．
ω
・
轟
）

を
得
る
。

ギ
ー
ヴ
エ

要
な
る
獲
革
を
許
容
す
る
。

次
の
如
く
あ
ら
は
れ
る
o

h
、
嫡
醜
等
計
亀

山

i

ts
ts
N

物

tu

こ
の
方
程
式
は
電
磁
氣
エ
ネ
ル
ギ
ー
郎
干
矛
ル

ク
ト
ル
の
乙
か
ら
で
て
く
6
部
分
の
M
っ
の
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ノ
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
こ
の
部
分
は
帥
1
1
1
3
1
4
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（
（

勉

　
　
　
　
勉
く
吋
』

　　

@
｛
（

　
　
　
　
　
◎
§

　16

ﾉ
よ
b
、

（

働
く
吋
ト

）
｝
｝

①
§

（剛

B
。
）

＆
鳶

　
紛
を
注
意
す
れ
ば
、
こ
の
式
は

期
（
ト
†
蘇
恐
∴
㍗
）
、

（αN

|
3
N
督
ご
肋
∵
・
）

物
理
學
の
基
礎
（
ダ
プ
イ
ン
ド
。
ヒ
ル
ベ
ル
下
）

に

郎
（i7＞

に

よ

っ
て

へ
・
。
丁
坪
当
謙
姻
卜
鴨
ミ
・

に
等
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
以
下
に
展
開
せ
ら
れ
た
る
式
2
1
に
よ
っ
て
吾
々
は
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

か
ら
特
に
次
の
こ
と
を
認
知
す
る
。
即
電
磁
氣
エ
ネ
ル
ギ

ー
ご
從
っ
て
ま
た
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヅ
ェ
ク
ト
ル
6
3
は
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

ん
だ
け
で
表
は
さ
れ
る
、
そ
れ
で
劇
こ
そ
の
導
來
函
数
の

み
が
あ
ら
ば
れ
9
。
ご
受
の
導
來
函
数
は
あ
ら
は
れ
ぬ
。
ご

い
ふ
こ
ε
を
。

　
　

　
1
8
式
を

　
（

　
　
嘱
奄
麟
。
｝
　
（
兼
升
ミ
）

　
　
嘱
二
目
目

に
劉
す
る
糧
限
ま
で
も
っ
て
行
く
ご
、
そ
れ
は
ミ
イ
が
彼

の
電
訓
力
學
に
於
て
立
て
た
ご
こ
ろ
の
も
の
ε
嚴
密
に
一

致
す
る
。
ミ
イ
の
電
磁
氣
的
エ
ネ
川
ギ
王
7
ン
ソ
ル
は
そ

れ
故
に
不
滅
的
な
テ
ン
ソ
ル
の
極
限
に
到
つ
π
場
合
に
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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か
な
ら
澱
。
一
こ
の
事
情
は
は
じ
め
、
て
私
に
ア
イ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
の
叫
般
三
相
欝
性
理
論
ご
ミ
イ
の
電
氣
力
學
こ

の
聞
の
必
然
的
に
し
て
親
霧
な
る
關
係
を
示
唆
し
而
し
て

こ
》
に
開
展
せ
ら
れ
た
る
狸
論
の
正
し
さ
に
つ
い
て
の
確

信
を
與
へ
た
も
の
で
あ
る
。
な
ほ

　
（
い
○
）
　
戦
二
軍
÷
』

な
る
假
定
に
際
し
て
、
よ
に
立
て
ら
れ
た
マ
ク
ス
ウ
エ
ル

方
程
式
向
が
如
何
に
し
て
先
き
に
輿
へ
ら
れ
た
意
昧
に
於

て
方
程
式
㈹
の
蹄
結
て
あ
る
か
ご
云
ふ
こ
ご
を
直
接
に
示

す
こ
ご
が
残
さ
れ
て
居
る
。

　
ま
へ
に
導
入
せ
ら
れ
た
る
記
法
を
使
用
す
る
こ
ビ
に
よ

っ
て
評
に
關
す
る
遜
分
霊
來
函
数
に
回
し
て
重
力
方
程
式

　
う

は
2
0
に
よ
り

　
（（

卜
⊃
同
）

鰍
肉

為

十

ミ

co

b9　1

1
io

な
る
形
脅
ビ
る
。
左
邉
の
第
［
項
は

六
入

　
　
〔
ぐ
翼
〕
㍉
く
嘱
（
争
ふ
崎
恵
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
　
　
か

ご
な
る
。
こ
の
こ
ご
は
計
算
を
要
せ
す
し
て
瀞
践
δ
を
外

に
し
て
は
唯
一
つ
の
第
二
階
級
の
グ
ン
ン
ル
で
あ
り
、
κ

　
　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

は
た
だ
μ
ε
そ
れ
の
第
一
及
第
二
の
微
分
商
〆
偽
謎
触
を

以
て
構
成
せ
ら
れ
得
る
こ
こ
ろ
の
不
墾
量
で
あ
る
と
云
ふ

事
實
か
ら
容
易
に
導
か
れ
る
。
か
重
し
て
あ
ら
は
れ
る
重

力
の
微
分
方
程
式
は
噂
私
の
見
る
こ
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
彼
の
後
の
論
文
の
う
ち
に
立

て
ら
れ
た
，
る
【
般
相
野
性
の
大
規
模
の
理
論
ビ
一
致
す
る

④　
な
ほ
す
、
ん
で
｝
般
に
前
の
如
く
く
嘱
＼
の
電
磁
氣
的

ボ
ヲ
ソ
シ
ャ
ル
飾
に
閣
脚
す
る
綴
瞥
分
導
來
函
数
を
．

　
　
〔
崎
＼
〕
牡
．
縞
＼
壷
聾
．
覇
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
詠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

ε
あ
ら
は
せ
ぱ
、
電
氣
力
學
的
三
三
方
程
式
は
2
0
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

（
琶
〔
礼
智
〕
㍉
・
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な
る
形
を
得
る
。

　
　
　
　
　
　
　
か

さ
て
ん
は
た
だ
た
だ
劇
こ
そ
の
導
來
函
数
ご
に
の
み
依
擬

す
る
ご
こ
ろ
の
不
墾
量
で
あ
る
か
ら
、
定
理
三
に
よ
っ
て

方
程
式
の
が
恒
等
的
に
姜
帯
田
す
’
る
、
そ
こ
に
於
て

（
・
ω
）
舜
財
〔
く
第
二
㍉
呼
．

　
　
　
　
　
》
ビ

（
o
轟
）
評
1
1
占
M
〔
く
呵
ざ
蒐
．
。
、
〒
・
・
。
・
竃
）

で
あ
る
。
㌣
凶
に
よ
っ
て
働
幣
証
悟
に
曾
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ

一
、
研
に
回
し
て
微
分
す
る
．
這
及
解
に
つ
い
て
加
算
す

る
叢
Ψ
に
よ
っ
て
吾
々
は
の
に
．
よ
っ
て
次
の
結
果
を
…
得
る
。

　
　
・
酎
－
M
即
捌
く
吋
卜
伽
？
．
部
飛
番
＋
財

　
　
　
　
鳶
N
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隔

　　

|
蝶
総
3
）
一
躍
．
瀧
＋
M
す
飾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
～

　　

@
（
〔
く
嘱
ト
〕
ミ
＋
財
聾
軸
部
静
卜
）

　
　
　
　
　
物
理
藥
の
甚
礎
（
ダ
ブ
イ
ン
ド
・
ヒ
ル
ベ
ツ
｝
）

　　

{
並
置
〔
く
吋
卜
〕
＋
財
卵
．
輪
ト
）
｝

　
＋
財
（
〔
く
曝
卜
￥
。
鞭
卜
）
き
・
＋
飼

　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ミ
　
」

　
　
　
①
《
q
卜
　

O
§
ミ

　
　
　
　
ひ

　
　
　
O
§
ミ
　
　
O
s
ミ

　
．
工
麟
h
錘
〔
く
嘱
可
罰
＋
魎
斗
．
舗
ト

　
ゆ

7
浮
島
。
、
錨
ト
悲
く
嘱
ト
や
随
編
卜

　
　
漫
、

今
度
は
沁
に
よ
っ
て
．

　
　
（

　
　
頭
．
　
①
．
一
。
く
吋
』
陛
○

　
　
掛
藍
O
S
義
①
＄
隔
　
ぐ
め
鴨
ミ
リ

　
　
ミ
㌦

な
る
こ
ご
を
注
意
し
、
そ
れ
か
ら
適
當
に
寄
せ
あ
つ
め
る

こ
ざ
に
よ
っ
て

（
・
い
）
勘
一
．
。
鍋
♪
納
（
登
斗
h
く
吋
ト
H

　　

@　

@　

@　

@　

Z町
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欝
醸
研
究
　
第
入
十
五
號

　十

　ミ
　ミ

嘱

N＿＿ノ

，v．i
　目

窪

　
づ
る

＋
昏

　
漁
ミ

①
く
吋
卜

　
　
　
　
　
　
篭
軸

。
く
嘱
ト
　
⑳
き
豊

①
」
犠
§
　
　
　
①
o
）
ミ

＆
ミ

心
ミ
罵

他
方

　
　
I
O
く
嘱
』
”
一
づ
O
く
嘱
ト
㌧
・
ド
項
軸
く
呵
ト

　
　
　
　
①
§
　
　
　
恥
　
　
譜
勲
、
、
．
α
冠
　
溢
　
＆
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
漁
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ

　　

@
鴨
ミ
ー
財
．
輪
擬
繋

　
　
　
　
　
　
ミ
㌦

　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
ラ

右
邊
の
第
困
項
は
2
1
ご
2
3
に
よ
っ
て
ら
に
他
な
ら
滋
。
右

　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

邊
の
末
項
は
殉
の
右
邊
の
末
項
ご
符
帳
を
異
に
し
て
ひ
ご

し
い
、
帥

（
・
α
）
財
．
瓢
ト
（
鋸
－
繋
Y
・

　
　
　
　
・
っ
層
ミ

で
あ
る
。
何
故
な
れ
ば

　
　
ξ
①
奪
せ
一
＆
ミ
砺
一
　
Φ
鵠
含
　
　
　
　
O
・
瀞

　
　
①
s
ミ
　
　
0
8
ビ
　
　
①
s
も
9
）
ミ
　
　
①
e
冠
①
e
ミ

七
〇
．

　
　
　
　
　
O
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ミ
れ

　
　
　
　
軸
S
冠
鋤
e
物

　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

な
る
式
が
ら
刀
に
つ
い
て
欝
欝
的
で
あ
り
2
6
の
う
ち
の
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

算
の
記
號
に
於
け
る
第
一
因
子
が
ら
濯
に
つ
い
て
斜
樹
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

的
で
あ
る
か
ら
、
從
っ
て
2
5
か
ら
次
の
方
程
式
が
露
結
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

る
。

（
沁
＼
）
図
（
』
♪
・
｛
ゐ
ト
V
鴫
」
卵

　
　
　
　
ミ
馬

　
　
〔
崎
ト
〕
ミ
Y
。
　
　
　
　
　
、

帥
重
力
方
程
式
㈹
か
ら
審
ハ
に
電
音
力
學
の
根
本
方
程
式
，
①

こ
そ
の
第
7
導
家
函
数
の
四
つ
の
相
互
に
特
立
な
る
剛
次

　
　
　
　
　

的
組
合
せ
σ
が
導
か
れ
る
。
こ
れ
は
上
に
重
力
の
結
果
現

象
ε
し
て
の
電
氣
力
學
の
性
質
に
つ
い
て
一
般
的
に
云
ひ

あ
ら
は
さ
れ
だ
主
張
の
嚴
密
な
る
数
學
的
表
現
て
あ
る
。

　
五
は
吾
々
の
假
定
に
よ
っ
て
劇
の
導
來
函
数
に
依
繋
し

て
は
な
ら
訟
が
故
に
、
五
は
あ
る
四
つ
の
一
般
的
不
鍵
量

の
一
つ
の
函
数
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
不
墾
量
ご
は
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ミ
イ
に
よ
っ
て
與
へ
ら
れ
た
ε
こ
ろ
の
、
特
殊
な
直
角
麺

換
に
關
す
る
不
鍵
量
に
相
製
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の

う
ち
の
最
も
妙
々
な
る
二
つ
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

◎
録
嫡
撫
ミ
§
鑑
、
、
．
げ
、
N

　
　
辱
N
ミ
》
§

一
一
㎞
、
蟻
誌
㍉
録
㌧

　
き
、

五
に
醤
す
る
最
も
適
適
に
し
て
κ
の
つ
く
り
方
を
み
る
ピ

す
ぐ
分
か
る
数
式
は
同
時
に
ミ
イ
の
電
感
力
學
に
相
蔑
す

る
も
の
、
’
即

　
　
卜
1
1
勲
◎
く
（
鴨
）

或
は
な
ほ
特
別
に
ミ
イ
に
連
重
し
て
云
へ
ば

　
　
ト
ー
ー
黛
◎
＋
馬
騒

　
　
　
　
　
　
　
　

で
あ
る
。
こ
度
胸
は
あ
め
る
函
数
で
あ
2
、
α
β
は

定
数
を
意
味
す
る
。

見
ら
る
、
如
く
適
當
な
る
説
明
に
よ
っ
て
僅
少
に
し
て
学

都
な
る
公
理
一
、
二
に
云
ひ
あ
ら
は
さ
れ
た
る
假
定
が
理

　
　
　
　
　
物
理
墨
の
基
礎
（
ダ
ゾ
イ
ソ
ド
・
b
ル
ベ
ル
ト
）

論
の
建
設
に
役
立
つ
の
で
あ
る
、
そ
れ
に
よ
っ
て
輩
に
吾

々
の
時
間
塞
間
風
動
に
駕
す
る
糊
念
が
根
本
か
ら
、
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
意
味
に
於
て
獲
革
せ

ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
私
は
ま
た
次
の
こ
ご
を
確
信
す

る
、
邸
こ
、
に
立
て
ら
れ
た
る
根
本
方
程
式
に
よ
っ
て
原

子
内
に
於
け
る
内
部
的
な
、
こ
れ
豪
で
は
、
お
ほ
ひ
か
く

さ
れ
居
た
こ
こ
ろ
の
．
現
象
が
解
明
を
…
得
る
で
あ
ら
う
こ
ご

を
、
特
に
一
般
に
す
べ
て
の
物
理
劇
的
定
数
の
数
學
的
定

数
へ
の
還
元
が
可
能
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
を
一
並

び
に
ま
た
唄
般
に
こ
の
こ
ε
に
よ
っ
て
物
理
學
か
ら
幾
何

學
の
標
な
科
學
が
出
來
る
こ
ご
を
。
か
く
し
て
公
理
主
義

的
方
法
の
光
輝
あ
る
名
聲
は
確
實
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
、

で
は
吾
々
の
見
る
標
に
、
解
析
の
有
力
な
る
武
器
師
墾
分

法
ε
不
墾
最
論
ご
を
使
用
す
る
の
で
あ
る
Q

第
一
部
の
註

　
（
a
Y
・
、
イ
の
世
界
函
数
ほ
こ
れ
ら
の
〉
お
属
日
。
簿
。
な
骸
密
に
に
ふ
く

　
ま
め
、
特
に
》
お
§
。
警
（
2
）
の
使
用
は
瀞
ル
ン
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る

　
し
か
し
な
が
ら
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
原
理
に
於
σ
う
そ
の
様
な
世
界
爾
鍛
の
導

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
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智
墨
研
究
　
第
入
十
五
號

入
ミ
使
用
定
に
正
に
ミ
イ
の
電
氣
力
學
の
勝
質
で
あ
ろ
。

　
（
b
）
直
角
憂
換
に
關
す
る
不
二
性
の
要
求
に
既
に
ミ
ィ
が
立
て
糞
G
上

に
開
陳
せ
ら
れ
六
る
公
理
二
に
於
て
｝
般
的
不
慮
量
に
關
す
ろ
ア
イ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン
の
塞
礎
的
な
根
本
思
想
は
最
も
鮪
軍
な
ろ
表
現
為
見
出
す
O
し

か
し
彼
に
於
て
ほ
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
原
理
ほ
副
役
翻
存
つ
ミ
め
て
居
る
の
み

で
あ
っ
て
彼
の
函
数
H
は
一
般
酌
不
愛
量
で
な
く
、
ま
衷
そ
れ
に
電
氣
の

潔
テ
ン
シ
ヤ
ル
な
含
ま
ぬ
。

　
（
C
）
　
同
．
o
．
b
d
賃
嵩
ロ
窪
ω
剛
壁
宕
σ
q
切
7
0
5
H
O
畠
．

第
　
二
　
部

　
（
一
九
工
ハ
年
十
二
月
二
十
三
厩
の
學
會
に
於
て

　
　
呈
示
せ
ら
れ
だ
も
の
）

　
私
の
第
…
回
の
報
告
に
於
て
私
は
物
理
學
の
根
本
方
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

式
の
髄
系
を
立
て
た
。
私
は
こ
れ
ら
の
方
程
式
の
積
分
の

理
論
に
向
ふ
ま
へ
に
、
論
理
的
並
び
に
物
理
學
的
性
質
を

も
つ
た
こ
こ
ろ
の
二
三
の
よ
シ
一
般
的
な
問
題
を
探
求
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
ε
思
ふ
。

　
ま
つ
吾
々
は
世
界
媒
介
遜
数
e
嬉
野
粋
目
・
い
』
・
轟
）
の
代
り

に
最
も
一
般
的
な
蜜
時
一
塞
座
標
鈎
（
隔
目
H
・
い
・
い
・
忠
を
導

七
二

滅
し
て

　
　
ε
H
時
函
v
　
§
理
函
v
　
3
1
1
諏
u
　
ρ
鐸
錦

ε
豪
き
、
そ
れ
に
相
配
し
て

　
　
曝
よ
馳
　
軸
嘱
繋
｝
　
N
嘱
ω
乖
勘
　
一
偏
‡

の
代
り
に
三
軍
に

　
　
q
　
　
　
　
　
　
　
騒
　
　
　
　
　
　
　
発
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
　
O
肖
恥
　
℃
　
「
　
ひ
噂
廓
　
魎
　
　
　
ひ
山
廓
　
｝
　
　
　
　
ひ
ム
亜

ご
書
か
う
。
九
つ
の
嘱
、
§
（
3
電
1
1
固
．
Q
・
ω
・
ど
ー
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
Q
重
力
ぢ
グ
ン
シ
ャ
ル
ー
は
そ
の
場
分
に
悉

く
實
獲
数
鈎
」
（
偽
1
1
H
る
・
ω
・
嘉
）

の
實
函
数
で
あ
り
、
…
從
っ
て
べ
の
齊
一
次
式
の
二
乗
の
総

和
と
し
て
の

　
（
い
O
Q
）
偽
（
勲
“
論
い
き
9
き
）
唱
遡
讐
熟
㌃
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
ビ

な
る
齊
二
次
式
を
書
き
あ
ら
は
す
に
際
し
て
常
に
三
つ
の

二
乗
が
正
の
、
他
の
一
つ
の
二
乗
が
負
の
符
號
を
も
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
ら
は
れ
ね
ば
な
ら
濾
Q
齊
二
、
次
式
2
8
は
從
っ
て
瓦
の
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

次
元
の
世
界
に
封
し
て
一
つ
の
擬
似
幾
何
の
竃
霧
ω
び
。
ω
潭



369

⇒
、
・
．
、
．
轟
を
呈
供
す
る
。
磐
行
列
式
σ
・
は
負
に
な
る
。

　
こ
の
幾
何
に
観
て
　
鈎
1
1
鈎
（
、
）
　
（
隔
“
一
・
9
ω
・
ム
）

ε
い
ふ
線
が
與
へ
ら
れ
る
ご
一
こ
、
に
函
（
㌧
）
は
媒
介

攣
歎
ク
の
あ
る
導
函
数
を
意
回
す
る
一
こ
の
も
の
は
、

そ
れ
ら
の
一
つ
ぴ
ε
つ
に
於
て

　　

U
（
購
・
串
・
略
・
鹸
）

な
る
式
が
そ
の
符
號
を
信
じ
な
い
ご
こ
ろ
の
部
分
片
に
分

罰
せ
ら
れ
う
る
。
そ
れ
に
つ
い
て

窮
（
鳶
）
〉
・

こ
な
る
ゼ
こ
ろ
の
曲
線
を
ば
域
（
ω
窪
o
o
旧
（
o
）
こ
識
し
こ
の
曲

線
片
．
に
浩
う
て
こ
ら
れ
た
る
精
分

潜
－
ミ
恥
（
鼻
）
§

を
ば
域
の
長
さ
ご
繕
す
る
○
そ
れ
に
つ
い
て

蟻
（
蚤
）
ハ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ

　
　
　
　
　
物
理
學
の
墓
礎
（
ダ
ヴ
「
イ
ン
ド
。
ヒ
ル
ベ
ル
ト
）

ご
な
る
が
如
き
曲
線
片
を
隠
逸
線
（
臼
o
N
魚
書
信
Φ
）
ビ
呼
び

こ
の
曲
線
片
に
洛
う
て
ご
ら
れ
だ
る
精
分

・
－
ミ
ー
q
（
醸
）
§

を
時
問
線
の
固
有
時
（
色
。
臼
σ
q
窪
N
。
謬
無
興
N
鉱
け
謹
簡
。
）
ご

云
ひ
、
最
後
に
そ
れ
に
漕
う
て

“
（
醸
Y
・

ビ
な
る
が
如
き
曲
線
片
を
零
線
（
多
導
琶
ご
回
す
る
。

　
吾
々
の
こ
の
擬
似
幾
何
の
こ
れ
ら
の
概
念
を
會
得
さ
せ

る
た
め
に
吾
々
は
二
つ
の
理
想
的
な
測
定
器
を
考
へ
よ
う

そ
の
一
つ
は
そ
れ
に
よ
っ
て
吾
々
が
各
の
域
の
長
さ
入
を

は
か
り
得
る
ご
こ
ろ
の
測
條
、
他
の
一
つ
は
そ
れ
に
よ
っ

て
各
々
の
時
間
線
の
固
有
時
が
き
め
得
ら
れ
る
こ
こ
ろ
の

光
時
計
で
あ
る
。
測
條
は
時
間
線
に
匿
う
て
は
、
光
時
計

は
域
に
漕
う
て
は
そ
れ
ぞ
れ
全
く
あ
て
は
ま
ら
な
い
が
各

々
の
零
線
に
洛
う
て
は
前
者
は
零
を
示
し
後
者
は
ε
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三



37e

　
　
　
　
　
哲
摯
研
究
　
第
八
十
五
號

　
先
づ
吾
々
は
た
だ
あ
る
き
ま
っ
た
時
i
塞
座
標
系
瓦
が

導
入
せ
ら
れ
、
ば
、
爾
測
定
器
は
そ
の
助
け
に
よ
っ
て
瓦

の
函
響
し
て
勢
値
を
計
算
す
る
の
に
券
に
役
立
つ

こ
ε
を
示
さ
う
ご
思
ふ
Q
吾
々
が
そ
の
絡
瓢
に
常
に
媒
介

獲
数
ク
が
薦
す
る
様
に
こ
ε
ざ
ご
く
異
な
っ
た
方
向
に
沼

う
て
同
．
扁
の
世
界
黙
瓦
に
走
り
入
る
こ
こ
ろ
の
あ
る
十
の
憩

b
（
S
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

同
筆
を
選
ぶ
な
ら
ば
十
の
域
の
各
々
に
劉
し
て
そ
の
絡
黙
に

於
て
次
の
方
程
式
が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

　　

i
総
）
悼
－
窮
（
醸
）
二
き
”
・
い
・
…
－
・
．
・
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
の

こ
、
に
左
邊
は
長
さ
∬
を
測
條
に
よ
っ
て
は
か
る
ご
き
知

ら
れ
た
も
の
ビ
な
る
。
省
路
の
た
め
に

鹸
　公vvv　W

鹸ε

醸。
．．1　v

　
　
　
ざ
　

（
講
》

　
歯
．

こ
お
け
ば
明
か
に

（
δ
）
　
　
　
　
（
5

長
　
　
糞

　
へ
、M

　
k

　
　
　
H

　
　
　
　
　
　
　
　
b
へ
。
）

（
Q
℃
）
　
O
（
き
）
H
i
　
　
①
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
§

幅

坤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎏

櫛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
M

こ
な
る
、
こ
の
こ
ε
に
よ
っ
て
同
時
に
選
ま
れ
た
る
十
の
梼

囎
　　脅Vv　　監こ

逼
倉

v

　
　
　
ハ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　

（
漁
）
．
六
漁
）

へ
、

触
．

　
恥

層

§

梼
域
の
黙
函
（
、
）
に
於
け
る
方
向
に
崩
し
て

　
　
　
◎
b

　
　
I
荘
O

　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

な
る
條
件
が
必
要
な
も
の
こ
し
て
あ
ら
は
れ
る
Q
O
が
2
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

に
從
っ
て
は
か
ら
れ
る
な
ら
ば
、
き
㌔
）
に
終
る
ご
こ
ろ
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の
あ
る
十
一
番
目
の
域
に
饗
す
る
か
く
の
如
き
苧
績
の
適

用
は
方
程
式

　
　
　
　
　
バ
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
バ
ロ
　

　
　
（
磯
釣
蟻
昨
（
“
）

を
輿
へ
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
そ
の
場
合
こ
の
方
程
式
は

そ
れ
に
よ
っ
て
測
定
器
の
正
確
さ
が
吟
味
せ
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
且
ま
た
、
理
論
の
假
設
が
現
實
の
世
界
に
あ
て
は

ま
る
ε
云
ふ
こ
ご
に
饗
し
て
の
経
験
的
確
謹
で
あ
る
で
あ

ら
．
フ
。

　
光
時
計
に
つ
い
て
も
上
8
該
駕
す
る
考
量
が
姿
覚
す
る
Q

吾
々
の
擬
似
幾
何
の
公
理
主
義
的
建
設
は
困
難
な
く
途
落

せ
ら
れ
る
。
第
一
に
そ
れ
を
基
礎
ご
し
て
長
さ
ε
周
有
時

は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
被
積
分
式
が
た
だ
π
だ
忍
及
そ
の
媒
介

墾
数
に
關
し
て
の
第
一
導
家
函
数
の
一
つ
の
函
数
で
あ
る

が
如
き
積
分
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
こ
ご
が
蹄
結
す

る
ご
こ
ろ
の
一
つ
の
公
理
が
立
て
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
そ

の
機
な
公
理
こ
し
て
は
測
條
の
開
展
の
性
質
或
は
測
地
線

　
　
　
　
　
（
物
理
量
の
塞
礎
ダ
プ
イ
ツ
ド
・
b
ル
ベ
飽
｝
）

に
話
す
る
知
ら
れ
た
る
包
絡
線
の
定
理
が
用
ひ
ら
れ
得
る

で
あ
ら
う
Q
第
二
に
そ
れ
に
よ
っ
て
擬
似
ユ
ー
ク
ソ
ッ
塾

幾
何
の
命
題
が
即
古
き
相
図
性
原
理
が
無
限
少
に
於
て
要

當
す
べ
き
一
つ
の
公
理
が
必
要
で
あ
る
Q
そ
れ
に
樹
し
て

は
ヅ
エ
ー
。
ブ
ラ
シ
ュ
ヶ
㊥
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
る
公
理
郎

あ
る
二
つ
の
方
向
一
域
の
場
合
で
も
時
間
線
の
場
合
で

も
よ
い
ー
ー
　
垂
直
で
あ
る
こ
ご
の
條
件
は
常
に
相
互
的

の
も
の
で
あ
る
べ
し
ε
云
ふ
こ
と
を
云
ひ
あ
ら
は
す
ご
こ

ろ
の
公
理
が
特
に
適
當
で
あ
ら
う
。

　
こ
、
に
な
ほ
モ
ン
ジ
ュ
ー
ー
ハ
・
・
、
ル
ト
ン
の
微
分
方
程

式
が
吾
々
の
擬
似
幾
何
に
署
し
て
数
へ
る
ε
こ
ろ
の
重
要

な
る
事
實
が
簡
軍
に
開
陳
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
各
々
の
世
界
黙
奥
に
は
そ
こ
に
頂
黙
を
有
し
走
る
黙
座

標
悉
に
曾
て
方
程
式

　
　
鯖
（
函
－
娩
こ
お
1
娩
こ
函
i
ぶ
一
撃
一
き
）
鐸
。

に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
こ
こ
ろ
の
第
二
階
級
の
圓
錐
が
厨

す
る
。
そ
の
圓
錐
を
ば
黙
瓦
に
下
す
る
零
各
種
ご
罰
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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悉
く
の
零
圓
錐
は
】
つ
の
四
次
元
の
圓
懸
場
を
形
成
し
、

そ
れ
に
は
一
方
で
は
「
モ
ン
ジ
ュ
」
微
分
方
程
式

　　

〟
i
醸
・
醸
・
串
・
串
了

が
、
他
方
で
は
「
ハ
ミ
ル
ト
ン
」
偏
微
分
方
程
式

（、

B
）
《
離
・
恥
・
欺
・
兼
）
”
・

が
薦
す
る
。
こ
、
に
∬
は
θ
に
逆
な
る
齊
二
次
式
且
・
塁

Ω
話
N
曽
δ
回
＾
o
◎
琶
毎
銭
ω
。
｛
δ
冨
。
訟
昌
）

　
　
鳶
（
9
”
S
M
ぶ
勘
ぶ
）
H
飼
．
腎
§
・
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
♪
健

を
意
約
す
る
。
モ
ン
ジ
ュ
微
分
方
程
式
及
び
同
時
に
ハ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ル
ト
ン
偏
微
分
方
程
式
3
。
の
9
§
毎
匿
奮
は
測
地
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

零
線
（
象
σ
・
8
象
碁
。
ぎ
四
輪
横
車
。
こ
で
あ
る
。

　
あ
る
き
ま
っ
た
世
界
貼
♪
（
物
1
一
回
・
い
・
い
・
鼻
）
か
ら
出
で
行

く
こ
ε
ご
ご
く
の
測
地
線
は
優
界
黙
4
。
に
醸
す
る
時
間
分

界
線
（
N
O
津
Q
Q
O
財
O
一
島
①
）
ビ
精
し
得
る
ご
こ
ろ
の
三
次
元
の
黙

集
合
（
蜀
§
匡
B
p
謹
民
σ
q
勘
H
臨
σ
q
開
講
け
）
を
生
す
る
。
こ
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
六

分
界
線
は
燐
に
於
て
一
つ
の
結
無
偏
を
有
し
、
そ
れ
の
接

圓
錐
は
ま
さ
に
8
。
に
属
す
る
ご
こ
ろ
の
零
圓
錐
で
あ
る
。

時
間
分
界
線
の
方
程
式
を

　
　
ぷ
－
も
（
軽
こ
瓢
、
こ
謎
）

ビ
云
ふ
形
に
す
る
ご

　
　
諦
♪
1
題
（
娩
こ
謎
M
謎
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ

は
ハ
ミ
ル
ト
ン
偏
微
分
方
舞
式
3
0
の
積
分
で
あ
る
。
勲
召

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

か
ら
で
る
す
べ
て
の
時
間
線
は
全
然
輪
に
回
す
る
時
間
分

界
線
を
ば
限
界
．
ビ
し
て
有
す
る
ε
こ
ろ
の
四
次
元
の
世
界

部
舜
の
内
部
を
走
る
。

　
こ
れ
ら
の
準
備
の
後
に
吾
々
は
新
し
い
物
理
學
に
於
け

る
因
果
關
係
の
問
題
に
向
ふ
。

　
こ
れ
ま
で
吾
々
は
あ
る
も
の
か
ら
任
意
の
獲
換
に
よ
っ

て
生
す
る
ご
こ
み
の
、
す
べ
て
の
座
標
系
を
同
等
の
椹
利

を
有
す
る
も
の
ご
し
て
み
な
し
た
。
こ
の
任
意
と
い
ふ
こ

ご
は
、
吾
々
が
同
一
の
時
間
線
上
に
お
か
れ
た
二
つ
の
世

界
黙
が
互
に
原
因
ご
結
果
ご
の
關
係
に
立
ち
う
る
ご
云
ふ
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こ
ε
を
考
へ
る
ご
、
二
っ
て
そ
の
…
標
な
世
界
黙
を
同
時
に

饗
評
す
る
こ
ビ
は
不
可
能
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
濾
ご
云
ふ
こ

ε
を
考
へ
る
ざ
あ
る
制
限
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
が
分

か
る
。
吾
々
は
艦
を
本
來
的
時
間
座
標
ご
し
て
あ
ら
は
し

つ
、
次
の
如
き
定
義
を
す
る
G

　
本
來
的
座
標
系
ご
は
そ
れ
に
点
し
て
嘱
く
○
の
他
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
常
に
次
の
四
つ
の
不
等
式
3
1
が
満
足
せ
ら
れ
る
ビ
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
座
標
系
の
こ
ビ
で
あ
る
。

（ω

ｯ）

ひ
鳥

V
o

t
y
9誠

f
r
9爲

trg

V
9渇

V
oo

r
9鴇

t
r
9鴇

o
r
98

tr9　V“
貧　　旨

e9　or9
躊　　昌

9．g　trg

畠　　畠

V
P
腕
監
く
。

そ
の
…
榛
な
時
一
塞
座
標
系
を
他
の
本
來
的
時
風
座
標
系
に

薄
く
こ
こ
ろ
の
轟
轟
を
本
凍
的
時
塞
座
標
鍵
換
ε
云
ふ
Q

四
つ
の
不
等
式
は
、
あ
る
世
堺
黙
偽
に
於
て
そ
れ
に
書
す

る
論
叢
錐
は
一
次
韻
塞
間

　
　
ぷ
u
♪

を
全
然
外
側
に
有
し
、
反
之
直
線

　
　
　
　
　
（
物
理
撃
の
塞
礎
ダ
プ
イ
ン
ド
・
転
〃
ぺ
劃
｝
）

　
　
き
1
1
3
v
　
ぶ
1
一
へ
ぶ
M
　
疑
w
－
一
へ
N
ω

を
ば
内
側
に
含
む
ご
云
ふ
こ
ご
を
あ
ら
は
す
。
こ
の
後
の

直
線
は
そ
れ
故
に
常
に
一
つ
の
時
間
線
で
あ
る
。

　
さ
て
あ
る
時
間
線

　
　
き
目
謎
（
㌧
）

が
與
へ
ら
れ
た
り
こ
す
れ
ば
、

蟻
（
§
“
）
〈
。

な
る
に
よ
っ
て
、
本
四
三
時
－
塞
座
標
系
に
於
て
は
常
に

　
　
隠
ド
言

　
　
§
　
　
”

で
あ
り
、
二
っ
て
時
…
聞
線
に
浩
う
て
は
本
來
的
座
標
鞍
は

常
に
ま
す
か
或
は
へ
る
か
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
澱
ご
云
ふ
こ

ご
が
館
結
す
る
。
疇
聞
線
は
各
々
の
座
標
墾
換
に
際
し
て

依
然
ご
し
て
時
問
線
で
あ
る
が
故
に
、
一
つ
の
時
間
線
上

の
二
つ
の
世
界
瓢
は
本
來
的
野
塞
座
標
満
塁
に
よ
っ
て
決

し
て
時
間
座
標
錫
の
同
一
の
値
を
ご
る
こ
ε
が
出
來
な
い

換
言
す
れ
ば
同
時
に
青
竹
せ
ら
れ
る
こ
ε
が
不
可
能
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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る
。

　
他
方
若
し
一
つ
の
曲
線
上
の
黙
が
本
來
的
に
同
時
に
墾

思
せ
ら
れ
う
る
な
ら
ば
そ
の
急
な
養
換
に
よ
っ
て
、
こ
の

曲
線
に
つ
い
て

・
謎
巨
へ
覧
、
・
魅
墜
郎
畿
巨
。

從
っ
て

　　

｢
（
騨
）
“
》
ミ
論
－
聴
（
ミ
ー
g

　
　
　
　
　
　
　
》
鷺

が
姜
寓
し
、
而
し
て
こ
、
で
吾
等
の
不
等
式
3
0
の
最
初
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

三
つ
に
よ
っ
て
右
邉
は
正
で
あ
る
Q
郎
そ
れ
故
に
そ
の
曲

線
は
一
つ
の
域
こ
し
て
特
性
づ
け
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
か
く
し
て
吾
々
は
、
吾
々
が
常
に
不
等
式
謎
を
吾
々
の

根
本
方
程
式
に
附
け
加
へ
た
ビ
き
は
、
換
言
す
れ
ば
吾
々

を
本
來
的
時
～
塞
座
標
の
使
用
に
ま
で
制
限
す
る
な
自
ば

因
果
律
の
根
底
を
な
す
ご
こ
ろ
の
原
因
ε
結
果
の
概
念
は

新
し
い
物
理
學
に
於
て
も
亦
何
等
の
内
的
矛
盾
に
導
か
海

こ
ε
を
知
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

　
こ
の
ε
こ
ろ
で
私
は
後
に
有
用
に
な
る
べ
き
特
殊
の
時

一
塞
座
標
系
を
示
さ
う
。
そ
れ
を
私
は
、
そ
れ
が
ガ
ウ
ス

が
曲
面
論
に
惹
き
入
れ
π
測
地
三
極
座
標
系
の
唄
般
で
あ

る
が
故
に
、
ガ
ウ
ス
座
標
系
ビ
名
づ
け
よ
う
ビ
思
ふ
。
苔

々
の
四
次
元
の
世
界
に
於
て
、
そ
の
塞
間
中
を
走
る
各
々

の
曲
線
が
域
で
あ
る
機
な
三
次
元
の
塞
問
i
そ
の
機
な

も
の
を
私
は
域
室
間
ε
呼
び
た
い
ご
患
ふ
が
一
が
輿
へ

ら
れ
た
ビ
し
、
紛
、
ろ
瓢
、
を
ば
こ
の
塞
間
の
あ
る
瓢
座
標
こ

す
る
。
吾
々
は
そ
れ
の
各
々
の
黙
夙
鑑
夙
．
に
於
て
時
間
線

で
あ
る
べ
き
こ
こ
ろ
の
そ
れ
に
薩
角
な
る
測
地
線
を
つ
く

り
、
そ
れ
に
ろ
を
ぼ
固
有
時
《
し
て
も
っ
て
締
る
Q
そ
の

楼
に
し
て
得
ら
れ
た
る
四
次
元
世
界
の
黙
に
吾
々
は
座
標

値
燕
ち
脆
ろ
を
あ
て
が
ふ
Q
こ
れ
ら
の
座
標
に
回
し
て
容

易
に
分
か
る
が
如
く

　
　
　
　
　
　
　
が
の
ね

（ω

｢
）
偽
）
鈎
）
昌
財
。
・
匙
き
き
！
淑

　
　
　
　
　
　
　
　
♪
曾

と
な
る
。
帥
ガ
ウ
ス
座
標
系
は
分
訴
的
に
方
程
式



375，

　
（
ω
い
）
　
鱗
其
鱈
○
隔
　
㍗
↑
“
o
植
鴨
累
置
。
℃
　
塾
↑
U
l
H

に
よ
っ
て
特
性
づ
け
ら
れ
る
。
三
次
元
塞
聞
き
一
1
0
の
假

定
せ
ら
れ
た
る
性
質
に
よ
り
鋤
に
建
て
右
四
に
あ
る
遜
数

細
事
荊
の
齊
三
次
式
は
必
然
に
正
に
な
る
。
即
不
等
式
侮

の
最
初
の
三
つ
が
満
足
せ
ら
れ
而
し
て
こ
の
こ
ご
が
第
四

番
目
の
も
の
に
つ
い
℃
も
委
齢
す
る
が
故
に
、
ガ
ウ
ス
座

標
系
は
常
に
本
來
的
時
一
塞
座
系
で
あ
る
。

　
吾
々
は
今
や
物
理
學
に
於
け
る
困
果
律
の
研
究
に
還
へ

る
。
そ
れ
の
重
要
な
る
内
容
こ
し
て
吾
々
は
こ
れ
ま
で
各

々
の
物
理
的
理
論
に
於
て
要
着
し
た
と
こ
ろ
の
次
の
如
き

事
事
を
見
る
。
帥
現
在
に
於
け
る
物
理
量
及
そ
れ
ら
の
時

．
間
に
關
す
る
導
來
函
数
か
ら
常
に
未
來
に
於
け
る
こ
れ
ら

の
量
の
値
が
一
義
的
に
き
め
ら
れ
る
ご
い
ふ
こ
ご
Q
こ
れ

ま
で
の
本
金
學
の
法
則
は
す
な
は
ち
例
外
な
く
彼
等
の
表

現
を
，
そ
こ
に
あ
ら
は
れ
た
る
函
数
の
総
数
が
濁
立
な
る

微
分
方
程
式
の
総
数
ビ
本
質
的
に
一
致
す
る
が
如
き
微
分

方
程
式
の
一
つ
の
膿
系
に
於
て
、
見
出
し
た
の
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
物
理
學
の
塞
礎
（
ゲ
ブ
イ
ン
ド
・
ヒ
ル
ベ
ル
ト
）

從
っ
て
偏
微
分
方
程
式
の
積
分
の
存
在
に
關
す
る
知
ら
れ

だ
る
一
般
的
な
コ
ウ
シ
ー
の
定
理
が
か
の
事
實
に
醤
す
る

謹
明
を
直
接
に
呈
供
し
た
の
で
あ
る
。

　
私
の
第
一
回
の
報
告
に
於
て
立
て
ら
れ
た
物
理
學
の
根

本
方
程
式
㈹
ご
紛
は
私
が
特
に
そ
こ
で
指
摘
し
た
如
く
、

決
し
て
上
に
特
性
づ
け
れ
ら
た
標
な
も
の
で
は
な
い
。
却

っ
て
定
理
一
に
從
っ
て
か
れ
ら
の
う
ち
の
四
つ
は
他
の
方

の
も
の
、
蹄
結
で
あ
る
。
吾
々
は
四
つ
の
マ
ク
ス
ウ
エ
川

方
程
式
紛
を
ば
十
の
重
力
方
程
式
④
の
館
結
ご
な
し
、
從

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
　
　
ぼ

つ
て
十
四
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
幽
9
に
饗
し
て
た
い
十
の
互

に
本
質
的
に
濁
立
な
る
方
程
式
㈹
を
持
つ
た
の
で
あ
る
。

吾
々
が
物
理
學
の
根
本
方
程
式
に
謝
す
る
一
般
的
不
墾
性

の
要
求
に
固
持
す
る
ビ
き
、
今
云
は
れ
た
事
情
は
ま
た
本

質
的
に
し
て
必
然
で
あ
る
。
帥
若
し
十
四
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
に
騙
し
て
な
ほ
よ
り
以
上
の
㈹
よ
り
濁
純
な
る
不
墾
方

程
式
が
存
す
る
ご
し
た
な
ら
ば
3
3
に
よ
っ
て
ガ
ウ
ス
座
標

系
を
導
入
す
る
ε
十
の
物
理
量
嘱
ミ
（
ξ
、
1
一
國
・
D
・
ω
●
）
瀞
軽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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第
八
十
五
號

（
目
も
●
F
も
心
．
轟
）
に
饗
し
て
再
び
相
互
に
濁
立
で
あ
り
且
そ
れ

が
十
よ
う
多
く
あ
る
が
故
に
互
に
矛
盾
す
る
ビ
こ
ろ
の
方

程
式
の
膿
系
が
擬
闘
る
で
あ
ら
う
。

　
一
般
相
醤
性
の
新
し
き
物
理
學
に
於
て
要
當
す
る
ご
こ

ろ
の
こ
の
機
な
事
情
の
も
ε
に
は
そ
れ
故
に
現
在
及
過
去

に
於
け
る
物
理
量
を
知
る
こ
ご
か
ら
一
等
に
於
け
る
そ
れ

ら
の
値
を
一
義
的
に
推
定
す
る
事
は
最
早
可
能
で
な
い
。

こ
の
こ
と
を
一
つ
の
例
に
於
て
會
得
せ
し
め
る
た
め
に
、

第
一
回
の
報
告
に
於
け
る
吾
々
の
根
本
方
程
式
㈹
及
紛
を

唯
一
っ
の
た
え
す
静
止
せ
る
電
子
の
現
存
に
相
當
す
べ
き

特
殊
の
場
合
に
於
て
積
分
す
る
こ
ご
、
す
る
、
そ
う
す
る

こ
ご
に
よ
っ
て
十
四
の
ボ
タ
ン
シ
ャ
ル

　
　
偽
奄
樋
隔
為
（
蟻
こ
娩
巳
3
）

　
　
駐
蛙
駐
（
疑
ご
秘
ピ
♪
）

が
時
間
俄
よ
り
こ
嘘
ご
ご
く
筆
立
で
あ
る
ε
こ
ろ
の
碗
亀

忍
の
き
ま
っ
た
函
数
こ
し
て
あ
ら
は
れ
る
や
う
に
且
そ
の

上
に
猫
四
膏
密
度
の
三
つ
の
最
初
の
成
分
堅
物
跨
が
消
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
O

る
よ
う
に
。
そ
れ
か
ら
吾
々
は
こ
れ
ら
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

に
次
の
座
標
攣
換
を
液
用
す
る
。

　
　
き
“
き
、
　
　
　
　
　
謎
、
肱
○
π
瞳
e
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
騨
．
）

職
錫
％
の
同
様
の
函
数
で
あ
ヶ
、

ノレ

墾
換
せ
ら
れ
だ
る
ぢ
7
ソ
シ
．
ル
鈴
必
は
き
肱
。
に
醤
し

て
は
騨
力
も
こ
の
回
数
姦
賜
％
に
於
て
し
か
り
し
が
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
疑
、
晶
V
O
に
糊
し
て
凶
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

は
本
質
的
に
時
間
座
標
ノ
，
に
も
ま
た
依
比
す
る
、
郎
ボ
テ

　
　
　
　
ン

ン
シ
ャ
ル
鈴
必
は
時
間
さ
縫
。
ま
で
静
止
し
、
そ
れ
か
ら

　
　
　
　
わ

し
か
し
そ
れ
の
部
分
に
於
て
運
動
を
は
じ
め
る
こ
こ
ろ
の

一
つ
の
電
子
を
あ
ら
は
す
。

　
そ
う
で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
し
か
し
私
は
、
因
果
律
を
新

し
き
物
理
學
に
於
て
も
亦
維
持
せ
ん
が
た
め
は
た
や
相
醤
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性
原
理
㈲
の
根
底
に
よ
こ
た
は
れ
る
理
念
の
一
つ
の
蝋
暦

鏡
い
把
捉
を
必
要
こ
す
る
ば
か
り
で
あ
る
こ
ご
．
を
信
ず
る
㌦

新
し
い
相
焦
性
原
理
の
本
質
に
從
鷹
し
て
、
吾
々
は
乱
軍

に
物
理
學
の
一
般
法
則
に
落
し
て
の
み
不
毒
性
を
希
求
せ

ね
ば
な
ら
澱
ば
か
り
な
く
、
物
理
學
に
於
け
る
各
々
の
個

々
的
主
張
（
国
欝
⇔
巨
羅
σ
q
・
）
に
も
亦
、
そ
れ
が
物
理
的
意

味
を
持
つ
べ
き
な
ら
ば
、
不
養
的
性
質
を
要
求
せ
ね
ば
な

ら
訟
。
…
一
こ
の
こ
ご
は
各
々
の
物
理
的
事
實
は
終
局
は

測
條
ざ
光
時
計
即
不
愛
量
的
性
質
を
有
す
る
器
具
に
。
よ
っ

て
確
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
こ

ε
、
一
致
す
る
こ
ビ
で
あ
る
。
恰
も
曲
線
及
曲
面
論
に
於

て
、
そ
れ
に
樹
し
て
曲
線
及
曲
面
を
媒
介
遜
数
で
あ
ら
は

す
こ
ご
が
選
ば
れ
て
あ
る
ε
こ
ろ
の
一
つ
の
主
張
が
、
も

し
媒
介
墾
数
の
任
意
の
鍵
換
に
歯
し
て
不
墾
に
ご
ご
ま
ら

な
い
な
ら
ば
即
八
つ
の
不
養
な
形
に
ま
で
も
た
ら
さ
れ
な

い
な
ら
ば
、
曲
線
及
曲
面
に
饗
し
て
何
等
の
幾
何
等
的
意

昧
を
持
た
ぬ
ご
ひ
ご
し
く
、
物
理
學
に
於
て
も
ま
π
座
標

　
　
　
　
　
物
理
學
の
塞
礎
（
ダ
ブ
イ
ン
ド
・
。
h
ル
ペ
ル
ト
）

　
　
　
　
ザ

系
の
任
意
の
三
篶
に
要
し
て
不
鍵
に
ε
ざ
ま
ら
濾
ε
こ
ろ

の
主
張
は
物
理
的
に
無
意
陳
忌
表
示
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

た
ε
へ
ば
上
に
槻
為
せ
ら
れ
た
る
静
止
せ
る
電
子
の
場
合

に
於
て
、
そ
れ
が
た
こ
へ
ば
時
間
♪
H
回
ま
で
静
止
す
る

ビ
い
ふ
主
張
は
物
理
的
に
何
等
の
意
味
を
有
せ
ぬ
、
何
者

こ
の
主
張
は
不
墾
で
な
い
か
ら
で
あ
る
Q

　
さ
て
因
果
律
に
解
し
て
云
へ
ば
、
現
在
に
饗
し
て
或
與

へ
ら
れ
た
る
座
標
系
に
於
て
物
理
量
ご
、
そ
の
時
間
的
導

來
函
数
が
知
ら
れ
た
り
こ
す
る
こ
そ
の
時
あ
る
圭
張
は

そ
れ
が
そ
れ
に
際
し
て
丁
度
現
在
に
忘
し
て
用
ひ
ら
れ
た

座
標
が
不
愛
に
ご
ご
ま
る
が
如
き
あ
ら
ゆ
る
遜
換
に
封
し

て
不
墾
で
あ
る
ご
き
の
み
物
理
上
意
昧
を
有
す
る
。
私
は

こ
の
様
な
主
張
は
未
來
に
果
し
て
悉
く
一
義
駒
に
き
ま
っ

て
居
る
ご
云
ふ
こ
ご
換
言
す
れ
ぽ
因
果
律
は
次
の
「
獺
き
理

解
に
於
て
蛋
當
す
る
ピ
云
ふ
こ
ご
を
・
王
思
す
る
。
現
在
に

於
け
る
＋
四
の
物
理
的
ぢ
グ
ン
シ
．
ル
禦
を
知
る
こ
こ

か
ら
、
未
來
に
劉
す
る
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
一
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十
嘘
號

張
は
、
物
理
的
意
陳
を
有
す
る
限
り
、
必
然
的
に
且
一
義

的
に
導
か
れ
る
Q

　
こ
の
主
張
を
謹
明
す
る
π
め
に
吾
々
は
ガ
ウ
ス
蒔
i
塞

座
標
系
を
用
ひ
よ
う
。
第
唱
回
の
報
告
の
根
本
方
程
式
㈹

へ
3
3
を
導
入
す
る
ε
十
の
ポ
ヲ
ソ
シ
ャ
ル

　
（

　
　
パ
い
轟
）
　
嘱
尊
（
、
ミ
目
矧
る
．
ω
）
　
＄
（
砺
1
ー
ゲ
い
．
ω
●
き

に
醤
し
て
同
数
の
偏
微
分
方
程
式
の
同
系
が
得
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
を
♪
H
O
に
封
し
て
興
へ
ら
れ
だ
る
始
値
を
も
ε

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

、
し
て
積
分
す
る
ご
き
は
心
嚢
的
に
ざ
V
o
に
隣
す
る
3
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
値
を
見
出
す
。
ガ
ウ
ス
座
標
系
は
そ
れ
自
身
二
義
的
に

確
定
し
て
居
る
が
故
に
、
こ
の
座
標
系
に
三
三
せ
し
め
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

れ
ろ
か
の
ボ
ラ
ソ
シ
ャ
ル
3
4
に
つ
い
て
の
主
張
も
ま
た
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

獲
の
牲
質
を
有
す
る
。

　
そ
の
う
ち
に
於
て
物
理
的
に
三
昧
あ
る
邸
不
攣
的
な
主

張
が
藪
學
的
に
あ
ら
は
さ
れ
る
式
は
非
常
に
多
襟
で
あ
る
。

　
第
一
〇
こ
の
こ
と
は
一
つ
の
不
獲
的
な
座
標
系
に
よ
っ

て
起
り
う
る
。
ま
へ
に
用
ひ
ら
れ
た
る
ガ
ウ
ス
の
も
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
二

同
様
に
そ
の
標
な
目
的
に
面
し
て
は
知
ら
れ
た
る
ヲ
ー
マ

》
の
、
而
し
て
そ
こ
に
於
て
は
電
氣
が
静
止
ビ
即
位
の
密

度
に
遜
換
せ
ら
れ
て
あ
ら
は
れ
だ
る
ビ
こ
ろ
の
時
－
塞
座

標
が
使
用
　
ら
れ
う
る
。
＼
（
櫓
）
が
第
【
回
の
報
告
の
終
り

に
於
て
の
如
く
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
三
宮
に
あ
ら
は
れ
て
く
る

不
墾
量

　
　
獄
勧
㌧
菟
誌
み
㌧

　
　
　
軸
、

の
函
数
を
あ
ら
は
す
ご
す
れ
ば
、

　
　
嵐
1
ー
ミ
（
＆

　
　
　
　
＆
防

は
電
氣
の
四
一
密
度
で
あ
る
。
こ
の
四
構
密
皮
は
一
つ
の

逆
墾
グ
∴
ク
ト
ル
を
あ
ら
は
し
從
っ
て
容
易
に
分
か
る
如

く
た
し
か
に
（
9
ρ
O
・
こ
に
な
る
模
に
墾
卜
し
得
る
。
こ

の
こ
ご
が
行
は
れ
た
な
ら
ば
、
四
つ
の
方
程
式

　
　
翼
S
1
1
。
（
旨
目
●
い
．
ω
）
翌
（
鴨
）
ー
ー
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
効
恰

　
　
ミ
リ

か
ら
四
構
ポ
タ
ン
シ
ャ
ル
公
の
四
つ
の
成
分
は
ゆ
に
ょ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
δ
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て
あ
ら
は
し
得
、
し
か
し
て
こ
の
或
は
二
つ
の
最
初
の
躍
層

標
系
の
一
に
つ
於
け
る
馳
の
問
の
各
仁
心
は
し
か
る
ビ
き

は
一
つ
の
不
墾
的
主
張
（
魚
昌
①
凶
好
く
碧
，
げ
P
け
O
》
自
ω
ω
”
σ
q
O
）
で

あ
る
。
根
本
方
程
式
の
特
殊
解
免
㌶
著
雨
曝
密
§
⑳
①
昌
）
に

擁
し
て
は
特
殊
の
不
養
鯉
座
標
系
が
あ
り
う
る
、
そ
れ
故

に
例
へ
ば
下
に
ご
り
あ
っ
か
は
る
べ
き
黙
認
質
的
な
重
力

の
場
の
場
含
に
於
て
プ
θ
9
’
は
回
縛
に
ま
で
は
不
遜
的

で
あ
る
こ
こ
ろ
の
座
標
系
を
か
た
ち
づ
く
る
Q
」

　
第
二
。
そ
れ
に
よ
る
ε
、
そ
の
う
ち
に
重
て
十
四
の
ボ

テ
ン
シ
．
ル
群
9
。
が
将
來
に
劃
し
て
あ
”
雲
、
・
・
つ
た
値
を

有
し
或
は
あ
る
き
ま
っ
た
關
係
を
満
足
す
る
ε
こ
ろ
の
一
．

つ
の
座
標
系
が
見
出
さ
れ
る
膨
張
（
》
窃
も
・
餌
σ
q
O
）
は
常
に
不

墜
的
な
も
の
で
有
立
毛
っ
て
物
理
的
に
意
味
を
有
す
る
。

そ
の
標
な
主
張
に
劃
す
る
緻
．
學
的
不
遜
的
表
現
は
座
標
の

消
去
に
よ
っ
て
か
の
附
係
か
ら
得
ら
れ
る
。
一
例
を
ば
上

に
槻
察
せ
ら
れ
た
る
静
止
せ
る
電
子
の
場
合
が
呈
供
す
る

因
果
律
の
本
質
的
に
し
て
物
理
的
に
意
昧
あ
る
沁
容
は
こ

　
　
　
　
　
物
理
學
の
蕩
礎
（
ダ
ブ
イ
ツ
ド
・
ヒ
ル
ベ
ル
ト
）

、
で
は
次
の
如
き
圭
張
の
う
ち
に
あ
ら
は
さ
る
。
帥
「
時

間
♪
W
O
に
暑
し
て
静
止
せ
る
電
子
は
時
一
塞
座
標
系
の

適
言
な
る
風
鐸
に
際
し
て
未
來
淑
〉
○
に
封
し
て
も
亦
絶

え
す
彼
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
於
て
静
止
す
る
」

　
第
三
。
一
つ
の
主
張
は
、
そ
れ
が
各
々
の
任
意
の
座
標

系
に
翻
し
て
姿
當
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
な
ら
ば
、
ま
た

不
毛
で
あ
）
從
っ
て
常
に
物
理
的
意
昧
を
有
す
る
。
こ
れ

に
適
す
る
一
例
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
登
散
性
質
の
衝

・
撃
エ
ネ
ル
ギ
ー
方
程
式
（
ぎ
冨
一
ア
望
2
，
σ
・
．
落
H
昏
冒
ゐ
）

で
あ
る
。
よ
し
ア
、
呑
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
エ
、
矛
ル
ギ
ー
は
不

二
的
性
質
を
持
た
す
而
し
て
彼
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
成
分
に
鋤
す
る
微
分
方
程
式
も
方
程
式
禮

系
こ
し
て
決
し
て
典
墾
的
で
な
い
に
し
て
も
、
彼
等
の
う

ち
に
ふ
く
ま
れ
た
主
張
即
彼
等
が
各
々
の
任
意
の
座
標
系

に
饗
し
て
満
足
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
こ
い
ふ
主
張
（
｝
霧
一

2。

ﾐ
q
o
）
は
不
墾
的
な
要
求
で
あ
り
從
っ
て
一
つ
の
物
理
的
意

昧
を
有
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
三
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五
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私
の
解
繹
に
從
へ
ば
物
理
學
は
一
つ
の
四
次
元
の
擬
似

幾
何
で
あ
り
、
そ
れ
の
私
の
第
一
国
の
報
告
の
根
本
方
程

式
④
及
紛
に
よ
る
（
蜜
・
・
び
。
・
・
営
量
毒
σ
・
）
碧
電
磁
氣
的

量
に
即
物
質
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
居
る
。
こ
の
認
識
ε
ピ

も
に
一
つ
の
古
き
幾
何
学
的
問
題
師
ユ
ー
ク
フ
。
ド
幾
何

學
一
そ
れ
に
つ
い
て
吾
々
は
数
學
か
ら
た
だ
そ
れ
が
一

つ
の
論
理
的
に
矛
盾
無
き
建
築
で
あ
る
こ
ご
を
知
る
の
み

で
あ
る
一
が
現
認
ハ
に
於
て
も
亦
餐
當
性
を
有
す
る
か
ご

う
か
、
若
し
有
す
る
ご
せ
ば
如
何
な
る
意
味
に
於
て
で
あ

る
か
ご
い
ふ
問
一
題
が
解
決
に
ま
で
熟
す
る
。

　
絶
醤
な
る
時
間
概
念
を
俘
へ
る
古
き
物
理
學
は
ユ
ー
ク

ソ
．
ド
幾
何
學
の
命
題
を
受
取
っ
て
、
そ
れ
を
ば
あ
ら
か

じ
め
各
々
の
特
殊
な
る
物
理
的
理
論
の
根
底
に
澄
い
て
居

た
。
ガ
ウ
ス
も
亦
た
や
少
し
だ
け
蓮
つ
た
や
り
か
π
を
し

た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
彼
は
絶
醤
時
間
を
保
留
し
つ
、
ユ

ー
ク
ジ
ッ
ド
幾
何
學
の
命
題
か
ら
李
行
線
公
理
だ
け
を
ご

り
の
ぞ
く
こ
ε
に
よ
っ
て
言
書
的
に
一
つ
の
非
ユ
ー
ク
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
監

。
1
3
物
理
學
を
構
成
し
た
◎
し
か
し
大
な
る
贋
褻
を
持
つ

だ
ビ
こ
ろ
の
三
角
形
の
角
の
測
定
は
こ
の
非
ユ
ー
ク
ッ
ド

物
理
學
の
蔓
書
せ
ざ
る
こ
ご
を
彼
に
示
し
た
。

　
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
一
般
相
補
性
原
理
の
新
し
い
物

理
學
は
幾
何
學
に
面
し
て
全
く
別
の
立
場
を
ご
る
。
そ
れ

は
本
紀
的
な
物
理
的
法
則
を
演
繹
し
よ
う
ご
て
ユ
ー
ク
ソ

ッ
ド
幾
何
そ
の
他
の
き
ま
っ
た
幾
何
を
あ
ら
か
じ
め
根
底

に
置
く
よ
う
な
ご
ビ
を
し
な
い
。
物
理
學
の
新
し
い
理
論

は
、
私
が
私
の
第
一
圓
の
報
告
に
於
て
示
し
元
如
く
、
一

度
に
同
一
の
ハ
ミ
ル
ト
ン
原
理
に
よ
っ
て
幾
何
ビ
物
理
的

法
刷
郎
岬
根
本
方
程
式
㈹
ビ
紛
ご
を
與
へ
る
、
こ
れ
ら
の
方

程
式
は
§
・
・
げ
警
、
、
籠
．
凝
聖
一
1
同
時
に
重
力
の
物

理
現
象
の
数
學
的
表
現
が
一
1
如
何
に
電
氣
力
學
的
ボ
グ

ン
シ
ャ
ル
の
値
外
ご
連
結
し
て
居
る
か
を
激
へ
る
も
の
で

あ
る
。

　
ユ
ー
ク
フ
．
1
3
幾
何
は
現
代
の
物
理
學
に
縁
な
き
遽
方

法
期
で
あ
る
（
①
ぎ
藷
コ
き
ユ
窪
蚕
戸
℃
ξ
・
・
響
ヰ
。
筥
壼
孟
ひ
q
窮

、



3Sl

同
♪
醤
μ
σ
q
Φ
器
N
）
　
相
…
樹
性
原
理
が
ユ
事
ク
リ
ッ
ド
…
幾
何
を
ば
物

理
學
に
謁
す
る
扁
般
的
豫
想
こ
し
て
拒
否
す
る
ご
き
そ
れ

は
却
っ
て
幾
何
學
ご
物
理
學
が
同
標
の
性
質
を
持
つ
も
の

で
あ
り
一
つ
の
科
學
こ
し
て
共
蓮
の
基
礎
の
上
に
存
す
る

ご
い
ふ
こ
ご
を
激
へ
る
。

　
上
に
云
は
れ
た
幾
何
學
の
問
題
は
四
次
元
の
ユ
ー
ク
リ

。
ド
的
擬
似
幾
何

　
（
ω
い
）
　
緊
H
目
ご
　
㍗
⇔
1
一
ご
　
鮪
ω
目
u
栖
％
‡
目
1
｛

　
　
　
　
嘱
蔦
1
－
o
　
（
鳶
什
呪
）

は
物
理
の
根
本
方
程
式
の
一
つ
の
解
、
唯
一
の
正
則
解
で

あ
る
か
ご
う
か
、
も
し
さ
う
で
あ
る
な
ら
ば
如
何
な
る
豫

想
の
も
こ
に
お
い
て
の
こ
ご
で
あ
る
か
ご
云
ふ
こ
ご
を
探

究
可
る
こ
ご
に
鯖
着
す
る
。

　
私
の
第
一
回
の
報
告
の
根
本
方
程
式
は
そ
の
際
に
な
さ

れ
た
る
画
定
の
故
に
、

？
智
〕
㍉
．
鍋
p
・

　
　
　
　
　
　
　
0

　
　
物
理
學
の
塞
礎
（
ダ
プ
イ
ン
ド
・
と
ル
ベ
ル
ト
）

ご
な
る
Q
こ
》
に

　
　
〔
く
翼
〕
㍉
く
曜
λ
夢
・
辱
ミ
）

　
　
　
　
う

で
あ
る
。
3
5
の
値
を
入
れ
る
芝
上
の
も
の
は

　
　
　
　
（

（ω

X
マ
製
〕
㍉
・

こ
な
る
。

　
　
壌
時
。
　
（
偽
“
一
・
い
●
ω
．
轟
）

に
観
し
て
は

　
　
、
ミ
寒
駐
。

　
　
　
粛
起

こ
な
る
Q
帥
す
べ
て
の
電
炉
が
蓮
け
ら
れ
る
ご
き
は
擬
似

ユ
ー
ク
ソ
ヅ
ド
幾
何
が
可
能
で
あ
る
Q
こ
の
も
の
が
今
の

場
合
に
も
亦
可
能
で
あ
る
か
ざ
う
か
、
換
言
す
れ
ば
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
そ
れ
あ
る
附
加
歯
面
の
も
ご
に
値
3
5
ご
座
標
の
獲
換
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ

よ
っ
て
そ
れ
か
ら
出
て
く
る
靹
の
値
は
方
程
式
3
6
の
唯
網

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
δ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
正
則
解
で
あ
る
か
ご
云
ふ
問
は
数
學
的
な
る
、
こ
、
で

は
一
般
的
に
探
求
す
る
こ
ビ
の
田
來
な
い
ε
こ
ろ
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
五
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で
あ
る
。
私
は
こ
の
問
題
に
嗣
す
る
二
三
の
特
殊
な
考
察

を
す
る
こ
ビ
に
ま
で
自
分
を
制
限
し
よ
う
。

　
こ
の
白
め
に
私
は
再
び
私
の
第
一
回
の
報
告
に
於
け
る

原
本
的
な
る
蟻
壁
座
標

　
　
e
h
器
鈎
い
9
織
飴
》
3
目
函
｝
3
吐
鈎

に
立
ち
か
へ
っ
て
＠
に
そ
れ
に
相
當
す
る
意
昧
を
輿
へ
る

　
　
　
　
　
　
　
わ

　
擬
似
ユ
ー
ク
ソ
ッ
ド
幾
何
の
場
倉
に
は
吾
々
は

　
　
％
塾
員
9
M
・

を
有
し
、
こ
、
に

　
　
。
。
奏
1
1
囲
　
r
　
c
。
ミ
ー
1
0
　
（
緊
朴
曵
）

で
あ
る
。
こ
の
擬
似
ユ
ー
ク
ソ
ッ
ド
幾
何
に
近
接
せ
る
各

々
の
竃
霧
。
・
7
＆
B
B
§
の
に
評
し
て
数
式

　
（
鴇
）
　
偽
ミ
篶
3
》
＋
0
ミ
旭
十
・
…
…
…
…
…
：
…
：

が
爪
女
當
す
る
、
こ
、
に
δ
は
零
に
・
同
っ
て
牧
敷
す
る
量
で

　
　
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

あ
b
如
は
嶋
の
函
数
で
あ
る
。
σ
な
る
寓
ρ
の
吾
。
砺
ぎ
、
μ
一
冒
戸
二
轟

に
つ
い
て
私
は
次
の
二
つ
の
假
定
を
す
る
。

一
、
嘱
は
墾
数
軌
に
猫
立
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
六

二
、
鞭
無
論
於
三
つ
の
あ
る
霊
的
な
穫
を
一
不

す
0
3
7
が
す
べ
て
の
ε
に
樹
し
て
微
分
方
程
式
3
6
を
満
足

　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
か

す
べ
き
な
ら
ば
毎
は
必
然
に
あ
る
齊
一
次
的
な
第
二
階
級

の
偏
微
分
方
程
式
を
満
足
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ご
云
ふ
こ
ご
が

蹄
結
す
る
。
こ
の
微
分
方
程
式
は
、
若
し
ア
，
4
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
（
6
）
に
從
っ
て

　
（
ω
。
。
）
ご
聾
ぎ
i
炉
。
。
毒
財
計
”
（
ご
目
ぎ
）

を
入
れ
、
十
の
函
数
碗
の
間
に
四
つ
の
關
係

（い

艨
j
M
鋸
曾
－
。
（
竃
郵
曾
轟
）

　
　
　
　
物

を
假
定
す
る
ビ
き
は
次
の
如
き
も
の
ε
な
る
、

　
（
轟
Q
）
　
巳
李
》
H
Q

こ
、
で
は
省
略
の
π
め
に

　　

香
[
M
◎
㈹
∵
。

が
用
ひ
ら
れ
て
あ
る
。
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レ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ

　
僻
の
三
三
は
数
式
偶
に
よ
っ
て
函
数
妬
に
劉
す
る
制
限

的
假
定
で
あ
る
、
し
か
し
私
は
墾
数
叫
傷
％
餓
の
一
つ
の

適
當
な
る
微
小
墾
換
に
よ
っ
て
如
何
機
に
し
て
、
常
に
墾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

換
後
の
相
摩
す
る
函
数
偽
に
醤
し
て
か
の
制
限
的
認
定
が

満
足
せ
ら
れ
る
ご
云
ふ
こ
ご
が
達
せ
ら
れ
得
る
こ
ご
か
を

示
そ
う
ご
思
ふ
。

　
こ
の
冒
的
の
だ
め
に
そ
れ
ぞ
れ
微
分
方
程
式

（轟

E
□
s
且
聾
M
藤
§
納
膿
総

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
　
　
　
　
　
　
鴇

を
満
足
す
る
四
つ
の
世
数
の
函
数
軌
佛
偽
興
を
き
め
る
Q

微
少
攣
換

　
　
ρ
1
1
3
、
＋
偽
§

に
よ
っ
て
嘱
…
は

　　

冝
A
・
兎
－
＋
幽
窒
鏑
＋
。
M
㍗
轟
∵
－

　
　
　
　
　
　
　
　
黛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
ノ

に
或
は
3
7
の
故
に

　
　
　
（

　
　
　
　
　
物
理
學
の
塞
礎
（
ダ
ブ
ノ
・
ソ
ド
，
七
ル
ベ
ル
ト
）

　
　
吸
造
”
。
。
護
＋
偽
ミ
思
＋
…
：
・
…
…
…

に
移
）
行
く
。
こ
、
に

　
　
ミ
ミ
恕
ミ
↓
書
思
＋
⑤
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
ε
腰

　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
9
誉

ご
お
か
れ
て
あ
る
．
△
」

　
　
ぎ
1
1
藤
、
葛
ふ
。
。
誌
財
鳶
、
亀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
一

を
選
ぶ
な
ら
ば
こ
の
函
数
．
は
4
1
の
故
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
ラ

ン
の
條
件
式
3
9
を
満
足
し
、

　
　
　
　
　
（

　
　
趣
、
悪
－
ぎ
ょ
・
・
蔦
M
か
　
．
（
ご
”
ぎ
）

が
得
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

上
に
な
さ
れ
た
る
こ
ご
に
從
へ
ば
、
見
出
さ
れ
た
る
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

に
饗
し
て
要
回
す
べ
き
微
分
方
程
式
4
0
は
假
定
一
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀

て
、

　
　
Φ
．
書
・
＋
⑳
．
ご
＋
①
．
書
ド
h
。

　
　
　
　
　
　
①
ε
悼
　
　
　
①
S
悼
　
　
　
　
　
，
　
唖

　
　
Φ
ε
。

　
　
　
　
N
　
　
　
　
　
　
　
　
悼
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
七
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に
う
つ
り
行
き
う
而
し
て
假
定
二
が
i
適
當
に
理
解
す

　
　
　
　
　
　

る
ご
き
一
筆
は
無
限
に
点
て
定
数
に
近
く
こ
い
ふ
こ
ご

を
推
論
す
る
こ
ご
を
許
容
す
る
が
故
に
、
そ
れ
ら
は
一
般

に
定
数
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
濾
ε
い
ふ
こ
ご
が
郎
次
の
こ
ご

が
鶴
結
す
る
。
「
假
定
一
、
二
の
も
ご
に
擬
似
ユ
ー
ク
リ
ッ

ド
幾
何
の
寓
霧
洛
霧
餓
⇔
§
巷
σ
q
の
墾
分
に
よ
っ
て
は
、
同

機
に
擬
似
ユ
ー
ク
ソ
ッ
ド
的
で
な
く
し
か
も
同
時
に
一
つ

の
電
氣
の
な
い
世
界
に
相
當
す
る
ピ
こ
ろ
の
正
期
的
な

鷺
卑
舘
σ
♀
鱒
毎
μ
≡
コ
槻
を
得
る
こ
ご
は
可
能
で
な
い
Q

　
…
偏
微
分
・
方
釦
脚
下
を
脊
損
分
す
る
こ
ε
は
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
（
σ
）
及
シ
ュ
ワ
ル
ツ
シ
ル
塾
（
6
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て

取
扱
は
れ
た
ご
こ
ろ
の
一
つ
の
他
の
場
合
に
於
て
も
な
ほ

威
功
す
る
。
私
は
次
に
着
て
無
限
に
於
け
る
重
カ
ボ
テ
ン

　
　
　
ゆ

シ
ヤ
ル
釦
に
つ
い
て
の
何
等
の
假
定
も
な
さ
す
そ
の
上
ま

　
　
　
ご

た
私
の
後
の
探
求
に
醤
し
て
も
利
盆
を
與
へ
る
と
こ
ろ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

一
つ
の
遽
を
こ
の
場
合
に
向
っ
て
輿
へ
よ
う
。
幽
に
つ
い

て
の
假
定
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
入

　
一
、
寓
霧
ω
び
後
営
B
舞
㎎
は
鴫
つ
の
ガ
ウ
ス
座
標
系
に

關
係
せ
七
め
ら
れ
て
あ
る
一
－
だ
や
そ
の
際
轟
は
な
ほ
任

意
な
も
の
ご
せ
ら
れ
る
、
師

　
　
偽
4
拝
P
　
偽
西
目
9
　
偽
劇
醒
○

で
あ
る
。
　
．

　
　
　
ジ

　
ニ
、
“
は
時
間
座
標
教
か
ら
猫
立
で
あ
る
。

　
　
　
わ

　
三
、
重
力
細
は
座
標
の
述
懐
に
熟
し
て
黙
劃
霧
的
で
あ

る
G

　
シ
ュ
ワ
ル
ツ
シ
ル
ト
に
…
從
へ
ば
こ
の
假
定
に
相
帯
田
す
る

畦
間
極
座
標
に
於
け
る
最
も
一
般
的
な
冨
霧
ω
げ
・
巴
2
曇
薦

は　
　
8
1
1
鳩
ε
砺
も

　
　
　
H

　
　
3
程
、
篭
、
巡
ミ
防
㊦

　
　
e
ω
1
1
、
、
尋
迷
謬
、
、
も

　
　
ρ
1
1
馬

こ
お
か
れ
る
ご
き

　
（
台
）
　
鳩
で
、
）
ミ
、
ゆ
＋
鯖
（
、
、
）
（
＆
四
＋
尋
遂
鱒
昔
◎
）
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＋
更
（
憶
）
ミ
、

な
・
式
に
よ
っ
て
あ
ら
は
さ
れ
・
、
ミ
編
鋼
駆

の
な
ほ
勝
手
な
函
数
で
あ
る
。
も
し

　
　
鳩
、
梼
鮭
く
矯
（
鳩
D
）

ご
お
く
ビ
き
は
吾
々
は
ま
へ
ご
同
襟
の
灌
利
を
も
つ
て
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

θ
・
甲
を
三
間
極
座
標
ご
す
る
こ
ご
が
出
來
る
。
侮
の
う

ち
に
プ
の
代
り
に
声
を
導
入
し
て
然
る
後
に
＊
な
る
記
號

を
の
ぞ
く
ビ

　
（
轟
ω
）
　
ミ
（
こ
辱
鱒
十
、
睡
匙
恥
ね
十
“
、
い
紅
鳶
鵯
い
督
ゆ
十
｝
「
（
、
、
）
ミ
の

な
る
式
が
で
き
る
、
こ
、
に
k
ミ
（
、
y
寒
、
（
秘
、
）
は
グ
の
二
つ

の
本
質
的
に
勝
手
な
函
数
を
意
嘱
す
る
。
問
題
は
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
の
…
回
数
が
微
分
方
程
式
3
6
が
満
足
せ
ら
れ
る
襟
に
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

も
一
般
的
な
仕
方
に
於
て
き
め
ら
れ
る
か
ざ
う
か
、
ら
れ

る
な
ら
如
何
に
し
て
か
ビ
い
ふ
こ
ご
で
あ
る
。

　
こ
の
目
的
の
た
め
に
は
私
の
第
一
回
の
報
告
に
於
て
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

へ
ら
れ
た
こ
こ
ろ
の
知
ら
れ
た
る
式
邸
。
κ
が
計
糞
せ
ら

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
ご
に
向
っ
て
の
第
一
歩
は
積
分

　
　
　
　
　
物
理
學
の
纂
礎
（
ダ
ヴ
’
イ
ン
ド
．
h
ル
ベ
ル
ト
）

、
三
巴
冥
＋
幅
（

＋
、
「
（
駅
邑
§

総
予
、
ミ
、
偽
（
昔
図

の
愛
分
に
よ
っ
て
測
地
線
の
微
分
方
程
式
を
立
て
る
こ
ご

で
あ
る
。
吾
々
は
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
方
程
式
こ
し
て
次
の
も

の
を
得
る
。

　　

齊
O
醜
（
舗
予
叶
（
総
予
寸

　　

@
憲
㌔
魅
（
“
予
呼
鐘
輪
￥
9

　　

ﾖ
燃
駅
輪
よ
ミ
偽
ミ
偽
（
総
￥
p

　
　
降
＋
凶
鉱
、
昔
＋
Q
ミ
魅
亀
　
昔
”
p

　
　
　
　
　
縞
、
§
　
§
　
　
　
　
奄

　
　
§
．

　
　
　
　
　
ミ
、
　
ミ
　
　
ミ
，

　
　
駄
。
N

　
　
酬
＋
ミ
§
§
H
。
、

こ
、
に
於
て
市
丘
の
計
鋒
に
於
て
君
影
’
は
プ
に
關
す
る

導
來
函
数
を
煽
戸
す
る
。
測
地
線
の
｝
般
微
分
方
程
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
九



3es6

賊
鮒
、
＋
竺

哲
學
研
究
　
第
入
十
五
號

　　
ﾇ
総
．
∴
醗
曾
－
。

紮
噌

昆
撃
・
こ
詮
よ
つ
て
括
孤
記
號
餐
｝
記
し
て

は
次
の
如
き
値
が
ε
ら
れ
る
　
　
そ
の
際
清
え
乏
も
の
は

こ
＼
に
掲
げ
る
こ
ご
を
省
く
。

　　

o’．

ﾁ
卵
購
み
5
－
1
恥
Y

　　

oω
R
－
1
酔
§
・
魅
み
一
覧
丁
！
卵
訳
・

　　

A
了
漸
電
了
よ
ミ
§
3

　　

o喝
嚏
嚔
T
、
｝
1
1
・
ミ
み
一
丁
卵
緊

こ
れ
に
よ
っ
て
吾
々
は
次
の
も
の
を
つ
く
る
。

　
き
一
昨
（
｛
．
㌦
｝
鳶
｝
÷
｛
喝
｝
＋
竃
｝
V
二
七
、
｝

　　

@
＋
｛
．
曳
ε
＋
爺
｝
窟
｝
＋
究
｝
露
｝

九
〇

＋｛

??

　　

黶
o
、
”
．
｝
（
｛
、
目
三
帽
｝
＋
｛
喝
｝
＋
竃
｝
）

　
　
　
目
　
　
ミ
＼
、
、
　
　
回
　
　
コ
N
趨
　
　
篇
㌧
、
　
　
H
　
ミ
、
翻
N
、

　
　
1
1
f
　
　
　
　
十
一
　
　
　
　
一
　
　
　
一
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ミ
、

　
　
　
い
　
　
潤
＼
　
　
　
轟
　
　
ミ
＼
に
　
　
、
・
ミ
　
　
轟

斜
㌦
馳
電
｝
一
掃
｛
い
3

　　

{
窟
｝
鳶
｝
＋
竃
｝
爺
｝
＋
電
｝
欝
｝

　　

P
｛
調
Q
｝
（
｛
．
H
．
｝
＋
需
｝
＋
｛
喝
｝
＋
竃
｝
）

　
　
　
　
　
　
H
　
、
ミ
、
　
H
　
　
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
ミ
、

　
鯵
I
H
i
一
　
　
　
　↓
－
一
1
十
一

　
　
　
　
　
　
い
　
　
ミ
B
　
　
㌧
、
　
　
　
⇔
　
篇
、
こ
N

謎
1
1
一
馳
｛
ω
ω
回
｝
1
雛
電
｝

　
＋
欝
｝
｛
ω
ユ
＋
欝
｝
電
｝
＋
電
｝
｛
．
％
｝

＋
重
唱
｝

，itt
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物

理
學
の

基
礎
　
ダ
プ
イ

ド

。

ヒ

，レ

ベ

ル
ト

）

　に
　よ
丙b
回
2L
気1こ

繋
ミ：L：、

　
も

熱1

圓

）

＜

㌃1∴

＜、」旨
　＼㌧ミ　　鱒　　、
　ヤ剛　、㍗　㌣「環

、　ド
）嘱｝・
ふロ　　　　ロ

迷」
報
ミ

　肉
　1］

・b4・。ト

触

き
Kb．　V

ミ￥

t。　ll目

ミw
到碧

．1も

雛ミiミ

　踊　　I　　ll

　　τ峯　1
　　　轟ミ｛ミ苓襲
　　ら　1一二囲圭
一Ptl．よY

　困　｝　 十詞
　　　十　

｛ミミ窟鴫
領鳶｝　｛十　　　　　　M
　　　　　｝

　A｝いIH
）　 恥t轟　」“
　　　　　F・　iiも
　　　　　ミミ
　　　　　v

　II
魯
．
鳶
。

　l

T
to　iH

零ミ

十、

ミ｛・

ナ

　l　　i
め　 ダ　へ

N雛H出
｝　｝バ　　・・　9・つ

｝　 H同
　　｝　　　十

　　僧　　Ntg
　　｝　　　十

　　め　　ω乙
　　｝　　　十

　　衛　　委』轟

　　｝　　）

　　

@
ム
く
ミ
ミ
＋
ミ
串
て
迷

し
か
し
て

　
　
ミ
駐
　

臓
　
　
　
　
「
蟹
目
ε
臆
秘
、
ー
ミ
N

　
　
　
　
め
し
　
ぬ
ぬ
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
し

嘉
け
ば
一
こ
き
忽
ω
蔭
あ
知
ら
瞥
る
函

数
ε
な
る
i
吾
々
は
結
局

　　

�
ﾛ
制
1
1
｛
（
く
工
臨
＼
）
、
i
ぎ
ミ
、
マ
蓬

を
得
、
そ
れ
に
よ
っ
て
四
重
積
分

　　

A『

A、

|
く
知
・
亀
§
ミ

の
饗
分
は
軍
純
積
分

　
　
、
§
鳶
、
・
勢

の
墾
分
ご
同
値
で
あ
り
、
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
方
程
式

　
（
轟
轟
）
　
ミ
＼
“
0

　
　
　
8
、
1
一
○
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ

に
導
く
。
こ
れ
ら
の
方
程
式
が
皆
斑
の
滑
滅
を
條
件
づ
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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哲
墨
研
究
　
第
入
十
王
號

る
こ
ご
は
容
易
に
確
信
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
彼
等
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

さ
れ
た
る
假
定
一
、
二
、
三
の
も
ビ
に
於
け
る
方
程
式
3
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

の
最
も
一
般
的
な
解
を
あ
ら
は
す
Q
4
4
の
積
分
ご
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

ミ
H
勲
（
α
は
定
数
）
及
S
H
H
を
ご
れ
ば
l
I
こ
の
こ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

は
明
か
に
何
等
の
本
質
的
営
営
を
意
賊
せ
ぬ
1
4
3
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

N
1
1
馬
に
齢
し
て
、
求
め
ら
れ
た
る
寓
霧
ω
9
ω
が
ぎ
ヨ
毒
σ
q
が

シ
ュ
ワ
ル
ツ
シ
ル
ト
に
よ
っ
て
．
は
じ
め
て
見
出
　
さ
れ
た
形

に
於
て
あ
ら
は
れ
る
。
即

　
（
ム
．
い
）
　
蟻
（
・
馬
さ
蚤
昔
“
ミ
）
H
撫
ド
駄
・
・
憲
。
ミ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
、
一
鐵

　
　
　
＋
壕
・
§
・
軌
§
・
一
匡
ミ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暁

鳩、

ﾊ
O
に
際
し
て
こ
の
竃
器
・
。
げ
。
ω
臨
ヨ
9
§
㎎
の
特
異
黙
は

長
握
。
が
ご
ら
れ
る
ご
き
に
の
み
な
く
な
る
。
換
言
す
れ

ば
擬
似
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
の
冨
ρ
、
ω
、
奮
け
．
∋
露
舞
鵬
は
一
、

二
、
三
の
假
定
に
際
し
て
、
一
つ
の
電
氣
な
き
世
界
に
相

欝
す
る
ご
こ
ろ
の
唯
一
の
正
則
的
な
ぎ
器
ω
σ
o
ω
焦
ヨ
B
毒
σ
q

で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

　
§
1
1
0
に
点
し
て
は
、
、
1
1
0
が
、
而
し
て
正
な
る
α
に

謝
し
て
は
穐
・
H
黛
が
ま
た
、
そ
こ
で
は
寓
p
ω
ω
げ
ω
ぎ
ヨ
三
西

が
正
則
的
で
な
い
黙
ご
し
て
示
め
さ
れ
る
。
そ
の
際
私
は

一
つ
の
黙
に
於
け
る
寓
器
ω
ぴ
。
ω
冒
ヨ
§
σ
q
或
は
重
力
の
場

卵
を
次
の
如
き
場
合
に
正
則
的
ご
名
づ
け
る
、
郎
可
逆
的

に
一
義
的
な
墾
換
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
甥
し
て
相
當
す
る

　
　
ツ

函
数
鈴
が
か
の
黙
に
予
て
正
忌
的
で
あ
る
が
如
き
、
換
言

　
　
δ

す
れ
ば
そ
こ
及
そ
の
附
近
に
於
て
常
に
連
績
的
に
任
意
の

回
数
だ
け
微
分
し
得
て
、
個
つ
の
零
ご
は
異
な
っ
た
行
列

式
〆
δ
セ
有
す
る
が
如
き
燦
標
系
を
導
入
す
る
こ
ε
が
可
能

で
あ
る
場
合
。

　
私
の
理
解
す
る
こ
こ
ろ
に
よ
れ
ば
物
理
の
根
本
方
程
式

の
正
則
解
の
み
が
現
認
を
直
接
に
あ
ら
は
す
の
で
あ
乃
し
け

れ
ざ
も
、
し
か
も
正
則
的
な
ら
澱
鮎
を
有
す
る
解
は
正
に

特
性
的
な
正
鋼
解
へ
接
近
す
る
乙
へ
の
重
要
な
る
数
學
的

手
段
で
あ
る
－
而
し
て
こ
の
意
味
に
於
て
ア
イ
・
ソ
シ
ュ

タ
イ
ソ
及
シ
ュ
フ
川
ツ
シ
〃
ト
先
…
蹴
に
從
っ
て
、
、
H
O
及
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菅
2
に
饗
し
て
正
則
的
な
ら
ぬ
レ
臼
霧
・
ぴ
・
・
爵
塁
・
σ
・
殉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

は
零
瓢
の
周
圃
に
於
て
・
…
瓢
封
繋
的
に
配
分
せ
ら
れ
た
る
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
を
あ
ら
は
す
式
ご
見
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
伊

　
根
本
方
程
式
の
導
來
函
数
の
代
り
こ
し
て
ア
イ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
に
三
っ
て
次
の
二
つ
の
公
理
が
役
立
つ
。
重
力
の

場
に
お
け
る
質
黙
の
運
動
は
時
間
線
で
あ
る
ご
こ
ろ
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
の
測
地
線
に
よ
っ
て
あ
ら
は
れ
る
。
ほ

　
重
力
の
場
に
お
け
る
光
運
動
は
一
つ
の
測
地
線
に
よ
っ

て
あ
ら
は
さ
れ
る
。

　
質
黙
の
運
動
を
あ
ら
は
す
ご
こ
ろ
の
世
界
線
は
常
に
一

つ
の
時
間
線
で
あ
る
か
ら
，
容
易
に
理
解
せ
ら
れ
る
如
く

質
黙
を
ば
本
來
的
時
一
塞
鍵
換
に
よ
っ
て
静
止
に
ま
で

も
た
ら
す
こ
ε
が
常
に
可
能
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
そ
れ

に
間
し
て
質
黙
が
絶
え
ず
静
止
す
る
ご
こ
ろ
の
本
來
的
時

一
塞
座
標
系
が
常
に
存
在
す
る
。

　
中
心
的
重
力
場
4
5
に
鋤
す
る
測
地
線
の
微
分
方
程
式

は

物
理
學
の
基
礎
（
ダ
ヅ
イ
ソ
ド
・
ヒ
ル
ベ
ル
塾
）

・。

A〔M
（
肇
図
＋
噛
（
雛
当
＋
、
ミ
、
（
蘭
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ρ

　
　
、
、
．
（
峠
方
音
雁
。

な
る
獲
分
問
題
か
ら
出
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
知
ら
れ
た

る
手
績
に
よ
っ
て
次
の
如
き
も
の
ご
な
る
。

（轟

B
）
熱
ミ
．
＋
噛
（
需
給
＋
濡
凝
、
（
構
図

　
　
－
建
　
　
　
ビ
這

　
　
　
壕

（
鳶
）

（
轟
Q
◎
）

（
も
）

（
§
）

（
雛
）

蘭
（
、
輪
Y
、
峯
魅
ミ
、
（
“
デ
・

臨
紅
、
㌔
驚
ド
陛
b

ほ
伝
ド
“
q

蟻
、
　
§

こ
、
に
4
君
∂
は
重
量
定
数
を
意
嘉
す
る
。

　
ま
つ
私
は
忍
も
一
意
聞
の
軌
溢
曲
線
は
常
に
重
力
の
中

心
を
池
る
表
面
の
上
に
あ
る
ビ
云
ふ
こ
ご
を
謹
明
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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入
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五
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こ
の
目
的
の
た
め
に
ψ
の
函
数
こ
し
て
の
θ
に
調
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

微
分
方
程
式
を
得
る
べ
く
微
分
方
程
式
4
7
ご
4
8
か
ら
媒
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

墾
数
P
を
溝
聴
す
る
。
ま
つ
恒
等
的
に

（い

E
）
強
、
総
）
μ
賛
・
・
泰
“
）

　　

ﾃ
（
。
・
雛
畿
＋
悌
籠
）
（
“
図

　
　
　
　
　
　
う

で
あ
る
。
他
方
4
8
は
P
に
鳴
し
て
微
分
す
る
ご

　
　
　
　
　
　
（

　
　
〈
い
、
恩
．
§
聾
曳
§
免
§
魁
ヘ
ミ
　
　
　
昔
　
　
　
　
　
・
　
　
へ
意
）
（
壷
）
、

　
　
　
＋
》
ミ
罠
萄
s
握
○

　
　
　
　
　
　
　
§
，
，

を
輿
へ
る
・
・
れ
か
ら
瞳
の
値
引
患
し
て
幼
の
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

邊
に
入
れ
る
ご

　　
g
（
、
雛
）
H
（
爺
－
§
、
他
藩
図
）
、

　　

@（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

ご
な
る
。
從
っ
て
方
程
式
1
4
7
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

九
四

　　
ﾖ
↓
ミ
触
目
（
誰
図
口
・
・
覧
・
・
恥
§
免

な
る
形
を
ε
り
、
こ
の
も
の
は
そ
れ
の
一
般
積
分
が

　
　
亀
、
迷
へ
＆
（
＄
＋
匙
）
＋
ミ
題
も
擁
○
　
（
や
昏
興
熊
鞘
謡
懸
）

こ
な
る
こ
こ
ろ
の
微
分
方
程
式
で
あ
る
Q

　
か
く
し
て
の
ぞ
ま
れ
た
重
三
が
な
さ
れ
三
っ
て
測
地
線

の
よ
り
す
、
ん
だ
議
論
に
二
っ
て
は
た
や
値
矯
轄
隠
を
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

察
に
入
れ
ば
充
分
で
あ
る
。
し
か
る
ご
き
は
墾
分
問
題
は

次
の
如
く
簡
軍
と
な
り

　
　
吻
、
｛
齢
（
肇
で
嘱
（
輪
干
ハ
隈

　　

@（

高
ｲ
§
“
。
　
　
　
．

こ
れ
か
ら
掛
て
く
る
ビ
こ
ろ
の
三
つ
の
第
一
階
級
の
微
分

方
程
式
は

へ凱

E）

A
（
雛
図
＋
墨
（
畿
予
薫

（
戟
－
這
　
　
．
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は
必
然
に
前
の
方
程
式
ご
連
結
し
て
居
っ
て
侮
φ
6
、
φ
の

左
邊
を
そ
れ
ぞ
れ
自
り
、
回
、
尚
、
㈲
を
以
て
あ
ら
は
す
ご

き
は
吾
々
は
恒
等
的
に

（い

｢
）
魁
鮨
心
蘭
糺
鮪
〕
＋
い
肇
靴
龍
〕

　　

|
築
〔
、
〕

　
　
　
　
S

を
持
つ
。

　
q
－
1
図
を
ビ
つ
て
一
1
こ
の
こ
ε
は
媒
介
照
照
汐
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
の
定
数
を
乗
ず
る
こ
ε
に
蹄
着
す
る
一
芸
象
ら

　
　
　
　
　
物
魏
灘
の
某
礎
（
ダ
ブ
イ
ン
ド
。
ヒ
ル
ベ
ル
ト
）

（い

｢
）
㌔
竃
ー
ー
鳴

（凱

ﾖ
）
瀬
峠
聾
貸

で
あ
る
。
グ
に
帯
す
る
ラ
グ
ラ
ン
ジ
ュ
微
分
方
程
式
　
　
．

（い

戟
j
“
（
蕪
逮
＋
（
、
ザ
（
廉
∀

ム
八
峠
図
＋
牽
（
峠
図
H
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
ラ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3
4
、

ム
！
ご
」
と
を
輪
旧
去
す
る
ピ
ア
ノ
・
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ε
シ
ュ
ワ
ル

ツ
シ
ル
ト
が
見
璃
し
た
鷲
こ
ろ
ψ
の
函
数
ご
し
て
の
、
“

L
「
に
つ
い
て
の
微
分
方
程
式

（い

ｿ
）
（
恥
￥
、
唯
－
喰
・
魂
吉
・
、

を
う
る
。
こ
の
方
程
式
は
極
座
標
に
於
け
る
質
黙
の
軌
遽

曲
線
を
あ
ら
は
す
。
こ
の
方
程
式
か
ら
鵠
R
く
9
斜

」
”
一
H
＋
§
に
際
し
て
の
黛
引
○
に
掛
す
る
第
一
次
の

近
似
値
に
於
て
ケ
プ
レ
ル
運
動
が
出
て
來
て
、
第
二
次
の

近
似
値
は
現
代
の
光
輝
あ
る
螢
見
の
一
つ
帥
水
星
の
近
日

黙
の
縛
進
の
計
算
に
ま
で
導
く
，

　
前
の
公
理
に
よ
っ
て
一
つ
の
質
勲
の
蓮
動
に
封
ず
る
世

界
線
は
時
間
線
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
從
っ
て
時
間
線
の

定
嚢
か
ら
退
く
・
な
る
こ
ご
が
蹄
結
す
る
。

　
今
吾
々
は
特
に
圓
帥
矯
、
聾
、
ミ
亀
が
一
つ
の
蓮
動
の
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

滋
曲
線
で
あ
る
か
ざ
う
か
を
閥
ふ
◎
恒
等
式
優
は
こ
の
場

倉
一
築
｝
な
・
が
た
め
に
一
方
襲
留
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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し
て
鋤
鋤
勃
の
鶴
結
で
な
い
ご
云
ふ
こ
ご
を
示
す
b
む
れ

　
　
く
く
く

故
に
最
後
の
三
方
程
式
は
運
動
を
き
め
る
に
充
分
で
な
く

　
　
　
　
ウ

て
、
5
2
5
3
5
4
は
満
足
せ
ら
れ
る
こ
ご
を
必
要
ご
す
る
方
程

　
　
（
（
（

　
　
　
　
　
ウ

式
で
あ
る
。
5
4
か
ら

　
　
　
　
　
（

（い

_
）
－
・
A
“
※
癖
藤
）
ゾ
。

が
導
か
れ
る
、
部
圓
軌
道
に
於
け
る
速
度
に
隣
し
て

（凱

p
。
）
塊
÷
蘭
￥
蛭

　
　
　
　
　
　
　

こ
な
る
。
他
方
5
1
は
鼠
く
。
な
る
の
故
に
不
等
式

　
　
　
　
　
　
（

（い

艨
j
、
（
網
予
、
喉
（
酪
）
、
八
。

　
　
レ
ラ

を
或
は
5
7
を
用
ふ
る
こ
ざ
に
よ
っ
て

　
　
　
（

（α

B
）
◇
匿

　
　
　
　
　
　
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

を
輿
へ
る
。
こ
れ
か
ら
5
8
に
よ
っ
て
圓
の
上
を
運
動
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

て
居
る
ご
こ
ろ
の
質
黙
の
速
度
に
晒
し
て
㈲
不
等
式

（
9
）
ミ
〈
評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

が
露
結
す
る
。

　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
不
等
式
6
0
は
次
の
如
き
解
騨
を
許
す
。
5
8
に
よ
り
圓
蓮

　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
、

動
を
せ
る
質
黙
の
角
速
度
は

　　

_
匙
魍

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
プ
、
ψ
の
代
り
に
零
黙
の
ま
は
り
を

一
緒
に
回
漕
し
つ
＼
あ
る
座
標
系
の
極
座
標
を
導
入
し
よ

う
ご
欲
す
る
な
ら
ば

晃
s
ミ
鋼
・

ε
す
れ
ば
よ
い
◎
寓
ω
ω
ぴ
。
ω
下
多
類
厳
μ
σ
q

　
　
ト
ミ
・
・
古
・
，
音
・
－
膜
－
ぽ
、

　
　
秘
、
一
勲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳩
．

は
當
該
の
隣
一
塞
礎
換
に
よ
っ
て

詐
蹴
罫
書
・
＋
く
劉
量
＋
へ
蜘

　　

@
－
璽
マ

に
移
り
行
く
Q
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こ
、
で
6
0
に
よ
っ
て
不
等
式
艶
“
〈
○
は
満
足
せ
ら
れ
る
而

　
　
　
（

し
て
残
り
の
不
等
式
3
1
も
亦
要
當
す
る
が
故
に
質
黙
の
静

止
へ
ま
で
の
如
上
の
墾
換
は
一
つ
の
本
來
的
時
塞
墾
換
で

あ
る
。

　
他
方
6
1
に
於
て
見
出
　
さ
れ
た
る
圓
運
動
せ
る
質
織
の
遽

　
　
　
く

度
の
上
限
－
亨
変
つ
の
鍛
な
・
意
味
を
奪
・

光
の
運
動
に
驕
す
る
公
理
に
よ
っ
て
そ
の
運
動
慧
一
つ
の

測
地
的
零
線
に
よ
っ
て
あ
ら
は
さ
れ
る
Q
從
っ
て
5
1
の
う

ち
に
、
鼠
”
○
を
入
れ
る
ご
圓
運
動
せ
る
光
の
運
動
に
封

　
　
　
　
　
う

し
て
不
等
式
5
9
の
代
り
に
方
程
式

　
　
　
　
　
（

　
　
慌
（
“
予
熱
（
星
図
程
。

　
　
　
　
　
　
ラ

が
得
ら
れ
る
。
5
7
ε
一
所
に
す
る
ご
こ
れ
か
ら
光
軌
滋
の

　
　
　
　
　
　
（

宇
狸
に
樹
し
で

　
　
　
　
し
ゅ
9

　
　
憶
、
臼
一

が
出
て
來
て
闘
運
動
せ
る
光
の
黒
部
に
甥
し
て
上
限
ご
し

　
　
　
　
　
物
理
學
の
墓
、
礎
（
ダ
ヴ
ィ
ソ
ド
・
ヒ
ル
ベ
ル
ト
）

　
う

て
6
1
に
あ
ら
は
れ
た
る
値

　
（

　
　
　
　
H

　
　
ミ
“
一

　
　
　
く
ω

が
出
て
來
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
一
般
的
に
吾
々
は
光
軌
溢
に
釣
し
て
5
6
か
ら
鼠
”
○
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

る
に
よ
っ
て
微
分
方
程
式

（α

B
）
（
恥
V
叶
固
ξ
、

を
得
る
。
こ
れ
は
㍗
ミ
ω
＆
醤
し
て
轡
1
1
捲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⇔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q

を
ポ
ァ
ン
カ
レ
ー
の
圓
輪
（
N
鴇
9
と
し
て
有
す
る
一

そ
の
と
き
に
は
、
i
一
が
右
側
に
二
重
因
子
ビ
し
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
ω
黛

は
れ
る
ご
云
ふ
事
情
に
相
堕
し
て
一
。
實
に
こ
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

微
分
方
程
式
’
0
2
1
一
よ
り
一
般
酌
な
方
程
式
5
6
に
は
相
當

し
た
こ
ご
が
委
嘗
す
る
・
一
は
ボ
ァ
ン
カ
レ
整
の
一
般
的

三
輪
論
（
N
団
ぎ
H
夢
9
路
）
が
要
求
し
た
如
く
、
か
の
圓
に

螺
線
を
な
し
て
無
制
限
に
近
づ
く
ご
こ
ろ
の
無
限
に
多
く

の
積
分
曲
線
を
有
す
る
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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無
限
か
ら
來
る
一
つ
の
光
線
を
考
へ
て
そ
れ
の
重
力
の

中
心
か
ら
最
も
短
い
距
り
に
汚
し
て
を
小
さ
く
ビ
す
れ
ば

光
線
は
近
似
的
に
そ
の
中
心
に
焦
黙
を
有
す
る
一
つ
の
双

曲
線
の
形
を
有
す
る
。
②

　
圓
の
上
の
運
勤
ご
相
ひ
封
ず
る
も
の
は
重
力
の
中
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

蓮
る
直
線
上
の
運
動
で
あ
る
Q
5
4
に
於
て
も
H
O
ε
お
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
ラ
　
　
コ

し
か
る
後
5
3
5
4
か
ら
ク
を
潰
去
す
る
ε
こ
の
運
動
に
甥
す

　
　
　
　
（
（

る
微
分
方
程
式
が
得
ら
れ
る
、
か
く
し
て
で
て
く
る
微
分

　
　
　
　
ウ

方
程
式
は
騒
か
ら
導
か
れ
る
積
分

（
茎
（
辮
予
（
非
ざ
凪
（
荘
》

ε
ε
も
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

（
α
い
）
肇
到
罪
）
（
辮
》
＋
袋
（
新
黛
）
H
。

で
あ
・
。
岡
に
よ
り
蓬
の
銀
器
坐
が
斗
礪

よ
り
小
な
る
か
或
は
大
な
る
か
に
從
っ
て
加
蓬
度
は
負
或

は
正
こ
な
る
、
換
言
す
れ
ば
重
力
が
牽
引
的
に
或
は
拒
斥

的
に
作
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
入

　
　
　
　
　
　
　
　

　
光
に
樹
し
て
は
6
4
に
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
（

蘂
τ
喉

で
あ
る
。
眞
慮
に
中
心
に
向
け
ら
れ
陀
る
光
は
後
の
不
等

式

ミ辱

V蕊
1
ト

i　み
、【

の
こ

ご

）に
相
訂
す
る

こ

し
て
、
常
に
拒
貸
せ
ら
れ
る
、
そ
の
蓬
度
は
、
1
一
§
に
際
し

て
の
○
か
ら
、
1
1
0
Q
に
際
し
て
の
王
ま
で
壇
ま
す
。

・
も
串
も
小
な
る
喜
幽
は
近
欝
に
言
ト
ン

の
方
程
式

　
　
駄
ぜ
　
　
　
袋
　
　
同

　
　
ミ
・
、
　
　
　
い
　
㌦

に
移
り
行
く
。
（
終
）

　
謎

　
（
a
）
　
努
ぎ
彰
臨
9
0
＜
費
貯
伐
。
霧
箕
。
巴
⑦
導
g
ヨ
一
け
。
・
団
ヨ
彗
〇
三
ω
9
⑦
。
・

　
　
　
円
タ
誹
く
。
謎
紘
県
警
雪
平
山
回
㈹
β
昌
σ
q
顎
い
凪
げ
N
茜
2
b
づ
㊦
ユ
。
｝
日
8
リ

　
　
　
ウ
営
9
・
一
画
蔓
。
・
．
H
（
H
胃
ひ
◎
◎
（
も
a
）
の
・
凱
。
．

　
（
b
）
ア
ル
ベ
ル
不
・
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ば
彼
の
も
ε
の
、
今
に
す
て
ら

れ
糞
る
理
論
に
於
て
（
O
Q
翼
巳
σ
q
。
。
一
）
Φ
鳳
島
3
0
費
》
ぎ
q
9
三
〇
塁
切
①
二
g
・
M
O
桝
ム

も
Q
・
目
。
o
N
）
實
に
古
春
理
解
に
於
け
る
因
呆
律
な
救
ふ
悼
め
に
野
山
に
欝
し
て
不

更



駿
的
な
ら
ぬ
方
程
式
な
欝
に
要
講
し
象
。

　
（
c
）
　
累
轡
費
p
ヨ
㈹
ω
≠
o
討
㊦
釦
窪
H
一
瓢
濃
養
α
2
創
興
同
。
冠
σ
q
】
φ
同
。
ぎ
謎
聲
師
興

　
　
　
　
Ω
鋸
三
欝
ユ
9
μ
．
　
切
霧
剛
。
｝
H
δ
畠
・
渉
押
”
辞
凶
鐸
団
Φ
ユ
ヨ
H
O
H
α
幹
α
o
◎
◎
Q
曾

　
（
d
）
℃
。
き
⑦
｝
ぴ
睾
。
σ
q
録
σ
q
島
霧
フ
鴎
・
・
鼻
ξ
・
ω
等
毒
魑
）
。
・
P
≧
・
民
・
霞

　
　
　
　
切
①
ニ
ヨ
目
O
妖
弓
。
。
O
o
9
3
が

　
（
e
）
　
d
げ
霞
象
。
。
○
彗
く
冒
餓
9
延
⑦
崔
魯
拓
。
・
レ
壕
器
〇
三
）
鐸
巳
（
塞
・
ω
ぎ
§
㎎

　
　
　
　
粉
げ
窪
．
α
．
》
則
P
鳥
●
N
霞
回
、
窪
出
直
電
回
ゆ
H
9
澱
H
◎
o
O
・

　
（
f
）
シ
ュ
ヲ
朗
ツ
シ
ッ
｝
が
し
王
様
に
黙
菅
・
為
零
黙
に
攣
卜
す
る
こ

電
に
、
私
の
考
へ
に
よ
る
定
、
魑
紫
で
な
い
。
　
そ
の
上
シ
ュ
ヲ
ッ
ソ
シ
ツ
ド

の
愛
換
に
こ
の
機
的
た
愚
す
べ
き
最
も
傭
軍
な
も
の
で
に
な
い
。
同
様
の
意

味
に
於
て
質
鮎
な
ま
糞
｝
鰍
…
の
ま
に
り
の
電
氣
の
あ
ろ
齪
分
の
極
限
の
場
合

ミ
し
て
理
解
ぜ
ら
ろ
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
私
に
こ
、
で
に
そ
れ
の

蓮
鋤
方
程
式
な
私
の
物
理
の
根
本
方
程
式
か
ら
誘
導
で
．
ろ
こ
虐
口
や
ら
な
い

光
蓮
動
に
野
す
ろ
微
分
方
程
式
の
問
題
に
つ
い
て
も
同
じ
、
、
ビ
Q

　
（
9
）
　
こ
の
最
後
の
制
限
た
お
く
ε
こ
ろ
の
附
加
へ
に
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
に
於
て
も
シ
ュ
フ
ル
ソ
シ
ル
下
に
於
て
も
雀
し
な
い
。

　
（
h
）
　
そ
、
れ
に
從
へ
ば
圓
斡
道
上
の
質
黙
の
凧
巡
度
ほ
咽
腕
償
牛
狸
の
小
さ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

馨
に
際
し
て
轍
限
㍉
柴
近
づ
く
の
で
あ
ろ
。
．
；
。
の
シ
婁
喜
。
｝

結
果
ば
不
等
式
鵠
、
V
農
に
粗
常
す
う
も
の
で
あ
っ
て
上
の
こ
ミ
に
よ
っ
て
証
雷

で
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ノ
　
　
ロ
ノ

　
（
i
）
　
微
分
力
程
式
3
6
及
6
2
の
詳
測
な
ろ
議
論
に
ま
も
な
く
こ
㌧
に
あ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ヤ
　
　
く

ば
れ
る
フ
ァ
ウ
・
フ
ソ
ェ
デ
曝
ツ
ク
の
毅
告
の
課
題
て
あ
る
で
あ
ら
う
Q

ミ
㌧
の
六
め
に
、
　
こ
の
醗
鄙
に
意
外
の
談
謬
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
こ
亡

母
私
ば
お
そ
れ
る
。
識
者
あ
っ
て
叱
正
の
勢
為
い
亡
に
ざ
れ
ば
望
外
の
撃

で
あ
ろ
。
（
羅
者
）

寄
贈
書
籍
雑
誌

　
二
重
雑
歌
鱒
、
　
丁
西
同
年
…
三
曲
講
溝
集
、
心
理
研
究
、
｛
七
洋
哲
學
、
山
ハ
A
H
維
菰
鱒
、

日
華
公
論
、
歌
育
研
究
、
内
外
か
育
詐
論
、
教
育
、
敏
空
界
、
数
育
學
衛
界

教
育
噂
論
、
國
際
聯
盟
、
精
華
蓮
鋤
、
三
田
丈
學
、
三
二
、
講
座
、
東
洋
思

想
研
究
、
支
軸
學

395

專
門
的
知
識
な
娩
く
こ
ぐ
こ
、
原
論
文
冷
充
分
に
利
用
し
得
な
か
つ
免
こ

物
理
學
の
共
、
礎
（
ダ
ブ
イ
ン
ド
・
ヒ
ル
ベ
ル
ト
）

九
九


